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(57)【要約】
　ワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュ
ータプログラム製品を提供する。本装置は、第１のネッ
トワーク（たとえば、Ｃ２Ｋ）において第１のセルから
受信されたネイバーリスト中に示されている周波数に関
する測定を実行することによって、第１のネットワーク
から第２のネットワーク（たとえば、ＬＴＥ）への再選
択のためのプロセスを開始する。ネイバーリストは、第
２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を
示す情報を含む。本装置は、測定値に基づいて、周波数
に関連する状態を作成する（たとえば、ＥＵＴＲＡＲｅ
ｓｅｌｅｃｔタイマーを開始する）。本装置は、第１の
ネットワークにおいて第１のセルから第２のセルに移動
する（たとえば、アイドルＨＯを実行する）。本装置は
、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態を維持す
べきかどうかを判断する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に示されてい
る周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから第２のネッ
トワークへの再選択のためのプロセスを開始することであって、前記ネイバーリストが、
前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備える、開始す
ることと、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成することと、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動することと、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記状態を前記作成することは、前記測定値がしきい値よりも大きいときに第１のタイ
マーを開始することを備え、前記第１のタイマーの満了が、前記周波数に関する第２の測
定を実行することに関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記状態を前記作成することは、前記測定値が前記しきい値よりも小さいときに第２の
タイマーを開始することをさらに備え、前記第２のタイマーの満了が、前記周波数に関す
る前記測定を再実行することに関連する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することが、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することは、前記第２のセルから第２のネイ
バーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記
状態を維持することを備え、前記方法は、前記第２のネイバーリストが受信されるまで、
前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えることをさらに備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項６】
　前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
前記判断することが、前記比較に基づく、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することは、前記第２のセルから第２のネイ
バーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記
状態を維持することを備え、前記方法は、前記第２のネイバーリストが受信されるまで、
前記状態に基づく前記再選択を進めることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
前記判断することが、前記比較に基づく、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することは、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
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　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記状態を維持するときに、前記方法は、
　前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再
選択を進めることを控えることと、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するこ
とと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
ることと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットすることと
をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行することと、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するこ
とと、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
ることと
をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ことと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が増加して
いる場合、前記状態の第１の部分をリセットすることと、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットすることと
をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記周波数に関する前記測定に関連する測定された値を記憶することをさらに備え、前
記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定され
た値よりも多い値だけ増加している場合、前記状態の前記第１の部分を前記リセットする
ことが行われ、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい
値が前記測定された値よりも多い値だけ減少している場合、前記状態の前記第２の部分を
前記リセットすることが行われる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に示されてい
る周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから第２のネッ
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トワークへの再選択のためのプロセスを開始するための手段であって、前記ネイバーリス
トが、前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備える、
開始するための手段と、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成するための手段と、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動するための手段
と、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１６】
　前記状態を作成するための前記手段は、前記測定値がしきい値よりも大きいときに第１
のタイマーを開始し、前記第１のタイマーの満了が、前記周波数に関する第２の測定を実
行することに関連する、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記状態を作成するための前記手段は、前記測定値が前記しきい値よりも小さいときに
第２のタイマーを開始し、前記第２のタイマーの満了が、前記周波数に関する前記測定を
再実行することに関連する、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段が、前記第１のセルから前記
第２のセルへの前記移動時に前記状態をリセットする、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段は、前記第２のセルから第２
のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時
に前記状態を維持し、前記装置は、前記第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状
態に基づく前記再選択を進めることを控えるための手段をさらに備える、請求項１５に記
載の装置。
【請求項２０】
　前記第２のネイバーリストを受信するための手段と、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較するための手段と
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記手段が、前記比較に基づいて前記判断を行う、請求項１９に記載の装
置。
【請求項２１】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段は、前記第２のセルから第２
のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時
に前記状態を維持し、前記装置は、前記第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状
態に基づく前記再選択を進めるための手段をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２２】
　前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信するための手段と、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較するための手段と
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記手段が、前記比較に基づいて前記判断を行う、請求項２１に記載の装
置。
【請求項２３】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段は、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
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セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を行うように構成された、請求項１５に記載の装置。
【請求項２４】
　前記状態を維持するときに、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるま
で、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えるための手段と、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するた
めの手段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断するための手
段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
るための手段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットするための手段と
をさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行するための手段と
、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するた
めの手段と、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
るための手段と
をさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　第２のネイバーリストを受信するための手段と、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較するための手段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ための手段と
をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が増加して
いる場合、前記状態の第１の部分をリセットするための手段と、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットするための手段と
をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記周波数に関する前記測定値に関連する測定された値を記憶するための手段をさらに
備え、前記状態の前記第１の部分をリセットするための前記手段は、前記ネイバーリスト
と比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値
だけ増加している場合、前記状態の前記第１の部分をリセットし、前記状態の前記第２の
部分をリセットするための前記手段は、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバ
ーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ減少している場合、前記
状態の前記第２の部分をリセットする、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に示されてい
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る周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから第２のネッ
トワークへの再選択のためのプロセスを開始することであって、前記ネイバーリストが、
前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備える、開始す
ることと、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成することと、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動することと、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断することと
を行うように構成された処理システム
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３０】
　前記状態を作成するために、前記処理システムは、前記測定値がしきい値よりも大きい
ときに第１のタイマーを開始するように構成され、前記第１のタイマーの満了が、前記周
波数に関する第２の測定を実行することに関連する、請求項２８に記載の装置。
【請求項３１】
　前記状態を作成するために、前記処理システムは、前記測定値が前記しきい値よりも小
さいときに第２のタイマーを開始するように構成され、前記第２のタイマーの満了が、前
記周波数に関する前記測定を再実行することに関連する、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記処理システムが、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を
リセットすることによって、前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された
、請求項２９に記載の装置。
【請求項３３】
　前記処理システムは、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前
記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することによって、前
記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成され、前記処理システムは、前記第２
のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控える
ようにさらに構成された、請求項２９に記載の装置。
【請求項３４】
　前記処理システムが、
　前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うようにさらに構成され、
　前記処理システムが、前記比較に基づいて、前記第１のセルから前記第２のセルへの前
記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された、請求項３３に記
載の装置。
【請求項３５】
　前記処理システムは、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前
記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することによって、前
記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成され、前記処理システムは、前記第２
のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めるように構成さ
れた、請求項２９に記載の装置。
【請求項３６】
　前記処理システムが、
　前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うようにさらに構成され、
　前記処理システムが、前記比較に基づいて、前記第１のセルから前記第２のセルへの前
記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された、請求項３５に記
載の装置。
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【請求項３７】
　前記処理システムは、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を行うことによって、前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された、請求
項２９に記載の装置。
【請求項３８】
　前記状態を維持するときに、前記処理システムは、
　前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再
選択を進めることを控えることと、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するこ
とと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
ることと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットすることと
を行うように構成された、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記処理システムが、
　前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行することと、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するこ
とと、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
ることと
を行うようにさらに構成された、請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記処理システムが、
　第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ことと
を行うようにさらに構成された、請求項２９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記処理システムは、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が増加して
いる場合、前記状態の第１の部分をリセットすることと、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットすることと
を行うようにさらに構成された、請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記処理システムが、前記周波数に関する前記測定に関連する測定された値を記憶する
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ようにさらに構成され、前記処理システムは、前記ネイバーリストと比較して前記第２の
ネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ増加している場合
、前記状態の前記第１の部分をリセットし、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネ
イバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ減少している場合、
前記状態の前記第２の部分をリセットするように構成された、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に示されてい
る周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから第２のネッ
トワークへの再選択のためのプロセスを開始することであって、前記ネイバーリストが、
前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備える、開始す
ることと、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成することと、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動することと、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断することと
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項４４】
　前記状態を作成するための前記コードは、前記測定値がしきい値よりも大きいときに第
１のタイマーを開始し、前記第１のタイマーの満了が、前記周波数に関する第２の測定を
実行することに関連する、請求項４３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４５】
　前記状態を作成するための前記コードは、前記測定値が前記しきい値よりも小さいとき
に第２のタイマーを開始し、前記第２のタイマーの満了が、前記周波数に関する前記測定
を再実行することに関連する、請求項４４に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４６】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードが、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態をリセットする、請求項４３に記載のコンピュー
タプログラム製品。
【請求項４７】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードは、前記第２のセルから第
２のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動
時に前記状態を維持し、前記コンピュータプログラム製品は、前記第２のネイバーリスト
が受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えるためのコードをさ
らに備える、請求項４３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４８】
　前記コンピュータ可読媒体が、
　前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うためのコードをさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記コードが、前記比較に基づいて前記判断を行う、請求項４７に記載の
コンピュータプログラム製品。
【請求項４９】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードは、前記第２のセルから第
２のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動
時に前記状態を維持し、前記コンピュータプログラム製品は、前記第２のネイバーリスト
が受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めるためのコードをさらに備える、
請求項４３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５０】
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　前記コンピュータ可読媒体が、
　前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うためのコードをさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記コードが、前記比較に基づいて前記判断を行う、請求項４９に記載の
コンピュータプログラム製品。
【請求項５１】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードは、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を行う、請求項４３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５２】
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記状態を維持するときに、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるま
で、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えることと、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するこ
とと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
ることと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットすることと
を行うためのコードをさらに備える、請求項５１に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５３】
　前記コンピュータ可読媒体が、
　前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行することと、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するこ
とと、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
ることと
を行うためのコードをさらに備える、請求項５２に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５４】
　前記コンピュータ可読媒体が、
　第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ことと
を行うためのコードをさらに備える、請求項４３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５５】
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が増加して
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いる場合、前記状態の第１の部分をリセットすることと、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットすることと
を行うためのコードをさらに備える、請求項５４に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５６】
　前記コンピュータ可読媒体が、前記周波数に関する前記測定値に関連する測定された値
を記憶するためのコードをさらに備え、前記状態の前記第１の部分をリセットするための
前記コードは、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい
値が前記測定された値よりも多い値だけ増加している場合、前記状態の前記第１の部分を
リセットし、前記状態の前記第２の部分をリセットするための前記コードは、前記ネイバ
ーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値より
も多い値だけ減少している場合、前記状態の前記第２の部分をリセットする、請求項５５
に記載のコンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、それらの全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１０年８月
３１日に出願された「Techniques to Optimize the Interaction Between C2K Idle Hand
off and C2K-LTE Reselection」と題する米国仮出願第６１／３７８，５８９号、および
２０１１年８月２９日に出願された「Techniques to Optimize Interaction Between C2K
 Idle Handoff and C2K-LTE Reselection」と題する米国特許出願第１３／２２０，４５
６号の利益を主張する。
【０００２】
　本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、ＣＤＭＡ２０００（Ｃ２Ｋ）ア
イドルハンドオフ（ＨＯ）とＣ２Ｋ／Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ
）再選択との間の対話を最適化するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブロード
キャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典型的な
ワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力
）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技
術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接
続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ
）システムがある。
【０００４】
　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さらには地
球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信規格に
おいて採用されている。新生の電気通信規格の一例はＬＴＥである。ＬＴＥは、Ｔｈｉｒ
ｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）によ
って公表されたＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）モバイル規格の拡張セットである。ＬＴＥは、スペクト
ル効率を改善することによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良
くサポートし、コストを下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダ
ウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤ
ＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とよ
り良く統合するように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセス



(11) JP 2013-537019 A 2013.9.26

10

20

30

40

50

に対する需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好まし
くは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに
適用可能であるべきである。
【０００５】
　ユーザ機器（ＵＥ）がＣ２Ｋネットワークに接続されるとき、ＵＥは、ＬＴＥネットワ
ークを再選択するためのプロセスを開始し得る。ＵＥが、再選択のためのプロセス中にＣ
２Ｋネットワークにおいて第１のセルから第２のセルへのアイドルＨＯを実行するとき、
再選択のためのプロセスの状態を扱うための方法が必要である。
【発明の概要】
【０００６】
　本開示の一態様では、ワイヤレス通信のための方法、コンピュータプログラム製品、お
よび装置が提供される。本装置は、第１のネットワーク（たとえば、Ｃ２Ｋ）において第
１のセルから受信されたネイバーリスト中に示されている周波数に関する測定を実行する
ことによって、第１のネットワークから第２のネットワーク（たとえば、ＬＴＥ）への再
選択のためのプロセスを開始する。ネイバーリストは、第２のネットワークに関連する少
なくとも１つの周波数を示す情報を含む。本装置は、測定値に基づいて、周波数に関連す
る状態を作成する。本装置は、第１のネットワークにおいて第１のセルから第２のセルに
移動する。本装置は、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態を維持すべきかどうか
を判断する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す図。
【図２】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図３】アクセスネットワークの一例を示す図。
【図４】アクセスネットワーク中で使用するフレーム構造の一例を示す図。
【図５】ＬＴＥにおけるＵＬのための例示的なフォーマットを示す図。
【図６】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図。
【図７】アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図。
【図８】例示的な方法を説明するための図。
【図９】方法Ａを説明するための図。
【図１０】方法Ｂを説明するための第１の図。
【図１１】方法Ｂを説明するための第２の図。
【図１２】方法Ｃを説明するための第１の図。
【図１３】方法Ｃを説明するための第２の図。
【図１４】方法Ｄを説明するための第１の図。
【図１５】方法Ｄを説明するための第２の図。
【図１６】方法Ｄを説明するための第３の図。
【図１７】方法Ｄを説明するための第４の図。
【図１８】方法Ａ、Ｂ、Ｃ、およびＤのフローチャート。
【図１９】方法Ａのフローチャート。
【図２０】方法Ｂのフローチャート。
【図２１】方法Ｃのフローチャート。
【図２２】方法ＢおよびＣの第１のフローチャート。
【図２３】方法ＢおよびＣの第２のフローチャート。
【図２４】方法ＢおよびＣの第３のフローチャート。
【図２５】方法Ｄの第１のフローチャート。
【図２６】方法Ｄの第２のフローチャート。
【図２７】方法Ｄの第３のフローチャート。
【図２８】例示的な装置の機能を示す概念ブロック図。
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【発明を実施するための形態】
【０００８】
　添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明するも
のであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない。発明
を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。
ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明ら
かであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られて
いる構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【０００９】
　次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示する。
これらの装置および方法について、以下の発明を実施するための形態において説明し、（
「要素」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロ
セス、アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア
、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そ
のような要素をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、特定
の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１０】
　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つまたは
複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例には、
マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ
）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって説明す
る様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処理システム
中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフト
ウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語などの
名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、
プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェ
アアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト
、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈されたい
。
【００１１】
　したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハードウェア
、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフト
ウェアで実装した場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコン
ピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピ
ュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアク
セスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコン
ピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディス
クストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命
令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用さ
れ得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。
本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（
disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディス
ク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレイ（登
録商標）ディスク（disc）を含み、この場合、ディスク（disk）は、通常、データを磁気
的に再生し、ディスク（disc）はデータをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコ
ンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【００１２】
　図１は、処理システム１１４を採用する装置１００のためのハードウェア実装形態の一
例を示す概念図である。この例では、処理システム１１４は、バス１０２によって概略的
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に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１０２は、処理システム１１
４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリ
ッジを含み得る。バス１０２は、プロセッサ１０４によって概略的に表される１つまたは
複数のプロセッサと、コンピュータ可読媒体１０６によって概略的に表されるコンピュー
タ可読媒体とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１０２はまた、タイミングソー
ス、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが
、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しな
い。バスインターフェース１０８は、バス１０２とトランシーバ１１０との間のインター
フェースを与える。トランシーバ１１０は、伝送媒体上で様々な他の装置と通信するため
の手段を与える。装置の性質に応じて、ユーザインターフェース１１２（たとえば、キー
パッド、ディスプレイ、スピーカー、マイクロフォン、ジョイスティック）も与えられ得
る。
【００１３】
　プロセッサ１０４は、バス１０２を管理することと、コンピュータ可読媒体１０６に記
憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理とを担当する。ソフトウェアは、プロセ
ッサ１０４によって実行されたとき、処理システム１１４に、特定の装置のための以下で
説明する様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体１０６はまた、ソフトウェアを
実行するときにプロセッサ１０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得
る。
【００１４】
　図２は、様々な装置１００（図１参照）を採用するＬＴＥネットワークアーキテクチャ
２００を示す図である。ＬＴＥネットワークアーキテクチャ２００は発展型パケットシス
テム（ＥＰＳ）２００と呼ばれることがある。ＥＰＳ２００は、１つまたは複数のＵＥ２
０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved UM
TS Terrestrial Radio Access Network）２０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolv
ed Packet Core）２１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）２
２０と、事業者のＩＰサービス２２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワーク
と相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェー
スは図示していない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを与えるが、当業者
なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サー
ビスを与えるネットワークに拡張され得る。
【００１５】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）２０６と他のｅＮＢ２０８とを含む。ｅ
ＮＢ２０６は、ＵＥ２０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロト
コル終端とを与える。ｅＮＢ２０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バックホール
）を介して他のｅＮＢ２０８に接続され得る。ｅＮＢ２０６は、当業者によって、基地局
、送受信基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセッ
ト（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service se
t）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ２０６は、ＵＥ２０
２にＥＰＣ２１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ２０２の例には、セルラー電話、
スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）
電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチ
メディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プ
レーヤ）、カメラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ２０２
は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレ
スユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通
信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイ
ヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント
、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００１６】
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　ｅＮＢ２０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ２１０に接続される。ＥＰＣ２１
０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）２１２と、
他のＭＭＥ２１４と、サービングゲートウェイ２１６と、パケットデータネットワーク（
ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ２１８とを含む。ＭＭＥ２１２は、ＵＥ２
０２とＥＰＣ２１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ
２１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲート
ウェイ２１６を通して転送され、サービングゲートウェイ２１６自体はＰＤＮゲートウェ
イ２１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ２１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに
他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ２１８は事業者のＩＰサービス２２２に接続され
る。事業者のＩＰサービス２２２は、インターネットと、イントラネットと、ＩＰマルチ
メディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳストリーミングサ
ービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００１７】
　図３は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワークの一例を示
す図である。この例では、アクセスネットワーク３００は、いくつかのセルラー領域（セ
ル）３０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ３０８、３１２
は、セル３０２のうちの１つまたは複数と重複する、それぞれ、セルラー領域３１０、３
１４を有し得る。より低い電力クラスのｅＮＢ３０８、３１２は、フェムトセル（たとえ
ば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。より高い
電力クラスのｅＮＢまたはマクロｅＮＢ３０４は、セル３０２に割り当てられ、セル３０
２中のすべてのＵＥ３０６にＥＰＣ２１０へのアクセスポイントを与えるように構成され
る。アクセスネットワーク３００のこの例には集中コントローラはないが、代替構成では
集中コントローラが使用され得る。ｅＮＢ３０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリ
ティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ２１６（図
２参照）への接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。
【００１８】
　アクセスネットワーク３００によって採用される変調および多元接続方式は、展開され
ている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time division duplexin
g）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ
上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提
示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調お
よび多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これら
の概念は、Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ（ＥＶ－ＤＯ）またはＵ
ｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯお
よびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２（３ＧＰＰ２）によって公表された
エアインターフェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロードバンドインター
ネットアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）（登
録商標）、ならびにＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＴＤＭＡを採用するＧｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ
　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）（登録商標）、Ｅｖ
ｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎ
ｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡ
Ｘ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＯＦＤＭＡを採用するＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭなど、
ＣＤＭＡの他の変形態を採用するＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄ
ｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）に拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、
ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００お
よびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレ
ス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全体的な設計
制約に依存することになる。
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【００１９】
　ｅＮＢ３０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩＭＯ技
術の使用により、ｅＮＢ３０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信ダイバ
ーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。
【００２０】
　空間多重化は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用
され得る。データストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ３０６に送
信されるか、または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ３０６に送信さ
れ得る。これは、各データストリームを空間的にプリコードし（すなわち、振幅および位
相のスケーリングを適用し）、次いでダウンリンク上で複数の送信アンテナを通して空間
的にプリコードされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコ
ードされたデータストリームは、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）Ｕ
Ｅ３０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ３０６の各々がそのＵＥ３０
６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。アップ
リンク上で、各ＵＥ３０６は、空間的にプリコードされたデータストリームを送信し、こ
れにより、ｅＮＢ３０４は、空間的にプリコードされた各データストリームのソースを識
別することが可能になる。
【００２１】
　空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル状態が
あまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるためにビ
ームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するためのデー
タを空間的にプリコードすることによって達成され得る。セルのエッジにおいて良好なカ
バレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリームビー
ムフォーミング送信が使用され得る。
【００２２】
　以下の詳細な説明では、ダウンリンク上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを
参照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤ
Ｍシンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法で
ある。サブキャリアは正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアからデー
タを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与える。時間領域では、
ＯＦＤＭシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリック
プレフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。アップリンクは、高いピーク対
平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２３】
　様々なフレーム構造は、ＤＬ送信とＵＬ送信とをサポートするために使用され得る。次
に、図４を参照しながら、ＤＬフレーム構造の一例を提示する。ただし、当業者なら容易
に諒解するように、特定の適用例のためのフレーム構造は任意の数のファクタに応じて異
なり得る。この例では、フレーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレーム
に分割されている。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含む。
【００２４】
　２つのタイムスロットを表すためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロット
はリソースブロックを含む。リソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴ
Ｅでは、リソースブロックは、周波数領域中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、
各ＯＦＤＭシンボル中の通常のサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個
の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４個のリソース要素を含んでいる。Ｒ４０２、４０４
として示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference sig
nal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ
：Cell-specific RS）４０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）４０４と
を含む。ＵＥ－ＲＳ４０４は、対応する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：ph
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ysical downlink shared channel）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信さ
れる。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。すなわち、Ｕ
Ｅが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレー
トは高くなる。
【００２５】
　次に、図５を参照しながら、ＵＬフレーム構造５００の一例を提示する。図５は、ＬＴ
ＥにおけるＵＬのための例示的なフォーマットを示す。ＵＬのために利用可能なリソース
ブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され得る。制御セクションは、
システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能なサイズを有し得る。制御
セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するためにＵＥに割り当てられ得る
。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべてのリソースブロックを含み
得る。図５の設計は、データセクション中の連続するサブキャリアのすべてを単一のＵＥ
に割り当てることを可能にし得る連続サブキャリアを含むデータセクションを生じる。
【００２６】
　ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために制御セクション中のリソースブロック５
１０ａ、５１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するためにデー
タセクション中のリソースブロック５２０ａ、５２０ｂも割り当てられ得る。ＵＥは、制
御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリンク制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、
データセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリンク共有チャネ
ル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）中でデータのみまたはデータと制御
情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、図５
に示すように周波数上でホッピングし得る。
【００２７】
　図５に示すように、リソースブロックのセットは、初期システムアクセスを実行し、物
理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access channel）５３０中
でＵＬ同期を達成するために使用され得る。ＰＲＡＣＨ５３０は、ランダムシーケンスを
搬送し、いかなるＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアク
セスプリアンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開
始周波数はネットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブル
の送信は、ある時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰ
ＲＡＣＨにはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連
続サブフレームのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一の
ＰＲＡＣＨ試みだけを行うことができる。
【００２８】
　無線プロトコルアーキテクチャは、特定の適用例に応じて様々な形態をとり得る。次に
、図６を参照しながら、ＬＴＥシステムの一例を提示する。図６は、ユーザプレーンおよ
び制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一例を示す概念図である。
【００２９】
　図６を参照すると、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは、レイ
ヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤとともに示されている。レイヤ１（Ｌ１
レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能を実装する。Ｌ１レイヤ
を本明細書では物理レイヤ６０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）６０８は、物理レイヤ
６０６の上にあり、物理レイヤ６０６を介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００３０】
　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ６０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終端され
る、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ６１０と、無線リン
ク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ６１２と、パケットデータコンバージ
ェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）６１４サブレイヤと
を含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ２０８（図
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２参照）において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他
端（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレ
イヤとを含むＬ２レイヤ６０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３１】
　ＰＤＣＰサブレイヤ６１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化を行う
。ＰＤＣＰサブレイヤ６１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するために上位レイ
ヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュリティ
と、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ６１２
は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失データパケッ
トの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat reques
t）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブ
レイヤ６１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣ
サブレイヤ６１０はまた、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソース（たとえば、リ
ソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ６１０はまたＨＡＲＱ動
作を担当する。
【００３２】
　制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは、制御
プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ６０６およびＬ２レイ
ヤ６０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイヤ）中
に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ６１６を含む。ＲＲ
Ｃサブレイヤ６１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮ
ＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する
。
【００３３】
　図７は、アクセスネットワーク中でＵＥ７５０と通信しているｅＮＢ７１０のブロック
図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ／プロ
セッサ７７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ７７５は、図６に関して前に説明
したＬ２レイヤの機能を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ７７５は、様々
な優先度メトリックに基づいてヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および
並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ７５０への
無線リソース割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ７７５はまた、ＨＡＲＱ動作と
、紛失パケットの再送信と、ＵＥ７５０へのシグナリングとを担当する。
【００３４】
　ＴＸプロセッサ７１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な信号処
理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ７５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：forwar
d error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳ
Ｋ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrature ph
ase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keying）、
多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づいた信
号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディングとインターリ
ービングとを含む。次いで、符号化され変調されたシンボルは並列ストリームに分割され
る。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／
または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで逆高速フ
ーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互いに合成されて
、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する。ＯＦＤＭス
トリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコードされる。チャネ
ル推定器７７４からのチャネル推定値は、符号化および変調方式を判断するために、なら
びに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ７５０によって送信される
基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。次いで、各空間
ストリームは、別個の送信機７１８ＴＸを介して異なるアンテナ７２０に与えられる。各
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送信機７１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する
。
【００３５】
　ＵＥ７５０において、各受信機７５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ７５２を通して
信号を受信する。各受信機７５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元し、受
信機（ＲＸ）プロセッサ７５６に情報を与える。
【００３６】
　ＲＸプロセッサ７５６は、Ｌ１レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッ
サ７５６は、ＵＥ７５０に宛てられた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対
して空間処理を実行する。複数の空間ストリームがＵＥ７５０に宛てられた場合、それら
はＲＸプロセッサ７５６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。Ｒ
Ｘプロセッサ７５６は、次いで高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を
使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域
信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える
。各サブキャリア上のシンボルと基準信号とは、ｅＮＢ７１０によって送信される、可能
性が最も高い信号のコンスタレーションポイントを判断することによって復元され、復調
される。これらの軟判定は、チャネル推定器７５８によって計算されるチャネル推定値に
基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ７１０によって最初に送信され
たデータおよび制御信号を復元するために復号され、デインターリーブされる。データお
よび制御信号は、次いでコントローラ／プロセッサ７５９に与えられる。
【００３７】
　コントローラ／プロセッサ７５９は、図６に関して前に説明したＬ２レイヤを実装する
。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ７５９は、コアネットワークからの上位レイヤパ
ケットを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と
、パケット再統合と、復号（decipher）と、ヘッダの復元（decompression）と、制御信
号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコル
レイヤを表すデータシンク７６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のため
にデータシンク７６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ７５９はまた、ＨＡＲ
Ｑ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プ
ロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００３８】
　ＵＬでは、データソース７６７は、コントローラ／プロセッサ７５９に上位レイヤパケ
ットを与えるために使用される。データソース７６７は、Ｌ２レイヤ（Ｌ２）の上のすべ
てプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ７１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ７５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント
化および並べ替えと、ｅＮＢ７１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制
御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ７５９はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ７１０へのシグナリングを担当する。
【００３９】
　ｅＮＢ７１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネル推定
器７５８によって導出されるチャネル推定値は、適切な符号化および変調方式を選択する
ことと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ７６８によって使用
され得る。ＴＸプロセッサ７６８によって生成される空間ストリームは、別個の送信機７
５４ＴＸを介して異なるアンテナ７５２に与えられる。各送信機７５４ＴＸは、送信のた
めにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４０】
　ＵＬ送信は、ＵＥ７５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法でｅＮ
Ｂ７１０において処理される。各受信機７１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ７２０
を通して信号を受信する。各受信機７１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
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元し、ＲＸプロセッサ７７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ７７０はＬ１レイヤを実装
し得る。
【００４１】
　コントローラ／プロセッサ７７５は、図６に関して前に説明したＬ２レイヤを実装する
。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ７７５は、ＵＥ７５０からの上位レイヤパケット
を復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケッ
ト再統合と、復号と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ
７７５からの上位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プ
ロセッサ７７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣ
Ｋプロトコルを使用した誤り検出を担当する。図１に関して説明した処理システム１１４
はＵＥ７５０を含む。特に、処理システム１１４は、ＴＸプロセッサ７６８と、ＲＸプロ
セッサ７５６と、コントローラ／プロセッサ７５９とを含む。
【００４２】
　図８は、例示的な方法を説明するための図８００である。図８に示すように、ＵＥ８０
２は、Ｃ２ＫネットワークにおいてＣ２Ｋ基地局（ＢＳ）（セクタ１）８０６に接続され
る。Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６はＵＥ８０２にネイバーリスト８１６を送信する。ネイバーリス
ト８１６はＯｔｈｅｒＲＡＴＮｅｉｇｈｂｏｒＬｉｓｔと呼ばれることがある。ネイバー
リスト８１６は、ＬＴＥネットワーク中の隣接ＬＴＥ　ｅＮＢのキャリア数を含む。キャ
リア数は、隣接ＬＴＥセルの周波数を示す絶対無線周波数チャネル数（ＡＲＦＣＮ：abso
lute radio frequency channel number）である。したがって、ネイバーリスト８１６は
、ＬＴＥ　ｅＮＢ８１２のキャリア周波数ｆ1と、ＬＴＥ　ｅＮＢ８１４のキャリア周波
数ｆ2と、ＬＴＥ　ｅＮＢ８１０のキャリア周波数ｆ3とを示す情報を含み得る。ネイバー
リスト８１６の受信は、ＬＴＥネットワークを再選択するためのプロセスを開始するよう
にＵＥをトリガする。ＵＥ８０２は、周波数ｆ1、ｆ2、およびｆ3の各々について逆信号
強度指示（ＲＳＳＩ：reverse signal strength indication）を計算する。ＲＳＳＩは、
受信無線信号中に存在する電力／エネルギーの測定値である。ある周波数のＲＳＳＩが１
つまたは複数の基準を満たす場合（たとえば、ＲＳＳＩがしきい値よりも大きい場合、基
準はＬＴＥ測定値とサービングＣ２Ｋ測定値の両方に基づき得る）、ＵＥ８０２は、その
周波数のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーを開始する。そうではなく、１つま
たは複数の基準が満たされない場合、ＵＥ８０２は、周波数のためのバックオフタイマー
が満了するまで、ＵＥ８０２が周波数に関する測定を実行することを控えるように、バッ
クオフタイマーを開始する。周波数のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーの満了
時に、ＵＥ８０２は周波数のＲＳＳＩを再び判断し、１つまたは複数の基準が再び満たさ
れる場合、ＵＥ８０２はＬＴＥネットワークを再選択する（すなわち、ＵＥ８０２は、周
波数に対応するＬＴＥ　ｅＮＢに移動する）。
【００４３】
　図８では、ＵＥ８０２は、周波数ｆ1のＲＳＳＩが１つまたは複数の基準を満たすこと
と、周波数ｆ2のＲＳＳＩが１つまたは複数の基準を満たさないことと、周波数ｆ3のＲＳ
ＳＩが１つまたは複数の基準を満たさないこととを判断したと仮定する。したがって、Ｕ
Ｅ８０２は、周波数ｆ1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーと、周波数ｆ2のた
めのバックオフタイマーと、周波数ｆ3のためのバックオフタイマーとを開始する。ＥＵ
ＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーおよびバックオフタイマーは、Ｃ２Ｋ－ＬＴＥ再選択状
態情報と呼ばれることがある。Ｃ２Ｋ－ＬＴＥ再選択状態情報は、他のタイマー／カウン
タ情報またはタイマー／カウンタに無関係な情報など、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイ
マーおよびバックオフタイマー以外の他の状態情報を含み得る。ＵＥ８０２は、（たとえ
ば、平均化が必要とされる場合）中間ＬＴＥ測定値などの追加の状態情報を記憶し得る。
ＵＥ８０２の（たとえば、５．１２ｍｓごとの）各ウェイクアップ期間中に、ＬＴＥネイ
バーに関する測定を実行することに加えて、ＵＥ８０２はまた、それのＣ２Ｋネイバーの
強度を評価する。ＵＥ８０２は、矢印８０４によって示される方向に移動していると仮定
する。サービングＣ２Ｋ　ＢＳ８０６と隣接Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０８とに関するＣ２Ｋ測定値
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に基づいて、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６からＣ２Ｋ　ＢＳ（セクタ２）８０８に
移動する（たとえば、Ｃ２ＫアイドルＨＯを実行する）。Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６からＣ２Ｋ
　ＢＳ８０８への移動時に、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ－ＬＴＥ再選択状態情報を維持（８１
８）すべきかどうかを判断する。
【００４４】
　方法Ａでは、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８への移動時に
状態をリセットする（すなわち、状態情報を削除する）。方法Ｂでは、ＵＥ８０２は、Ｃ
２Ｋ　ＢＳ８０８からネイバーリスト８２０が受信されるまで、ＬＴＥネットワークを再
選択することを控え、受信したネイバーリスト８２０に基づいて、状態を維持すべきかど
うかを判断する。方法Ｃでは、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０８からネイバーリスト８
２０が受信されるまで、セル再選択イベントに基づいて働き、ネイバーリスト８２０を受
信すると、受信したネイバーリスト８２０に基づいて、状態を維持すべきかどうかを判断
する。方法Ｄでは、ＵＥ８０２は、状態値と、時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅ
ｌｅｃｔと、ネイバーリスト８２０とに基づいて、状態を維持すべきかどうかを判断する
。方法Ａ、Ｂ、Ｃ、およびＤについて、以下でより詳細に説明する。図９～図１７では、
説明のために、各ウェイクアップ期間は５．１２ｍｓごとであると仮定する。ただし、ウ
ェイクアップ期間は異なり得る。
【００４５】
　図９は、方法Ａを説明するための図９００である。方法Ａでは、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ
　ＢＳ８０６からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８への移動時に状態をリセットする。図９に示すよう
に、時間０において、ＵＥ８０２はｆ1のためのタイマーを開始する（９０２）。タイマ
ーはＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーまたはバックオフタイマーであり得る。時間５
．１２において、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６（セクタ１）からＣ２Ｋ　ＢＳ８０
８（セクタ２）へのアイドルＨＯを実行する（９０４）。Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６からＣ２Ｋ
　ＢＳ８０８への移動時に、ＵＥ８０２はタイマー状態を削除する（９０６）。ＵＥ８０
２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０８からのネイバーリスト８２０を待つ（９０８）。時間１５．３
６の後に、ＵＥ８０２は新しいネイバーリスト８２０を受信する（９１０）。ネイバーリ
スト８２０は、周波数ｆ1を示す情報を含むと仮定する。時間２０．４８において、ＵＥ
８０２は、ｆ1のＲＳＳＩがしきい値を超えると判断し（９１２）、ｆ1のためのＥＵＴＲ
ＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーを開始する（９１４）。ＵＥ８０２は、時間２５．６におい
て、ｆ1以外の周波数に関する追加の測定を実行し得る（９１６）。ＥＵＴＲＡＲｅｓｅ
ｌｅｃｔタイマーが満了した後に、ＵＥ８０２は、ｆ1の（Ｓ＿ＥＵＴＲＡと呼ばれる）
ＲＳＳＩを判断し、Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値を超える場合、ＬＴＥ　ｅＮＢ８１２を再
選択する（９１８）。
【００４６】
　図１０は、方法Ｂを説明するための第１の図１０００である。方法Ｂでは、ＵＥ８０２
は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０８からネイバーリスト８２０が受信されるまで、ＬＴＥネットワー
クを再選択することを控え、受信したネイバーリスト８２０に基づいて、状態を維持すべ
きかどうかを判断する。さらに、ＵＥ８０２は、アイドルＨＯの後およびネイバーリスト
８２０が受信される前のスロットサイクル中で測定を実行することを控える。図１０では
、ｆ1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが、アイドルＨＯ時に実行中であり
、ＵＥ８０２が新しいネイバーリスト８２０を待っている間に満了する例を与える。図１
０に示すように、時間０において、ＵＥ８０２はｆ1のためのタイマーを開始する（１０
０２）。タイマーはＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーであると仮定する。時間５．１
２において、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６（セクタ１）からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８（
セクタ２）へのアイドルＨＯを実行する（１００４）。Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６からＣ２Ｋ　
ＢＳ８０８への移動時に、ＵＥ８０２はタイマー状態を維持する（１００６）。ＵＥ８０
２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０８からのネイバーリスト８２０を待つ（１０１０）。ＵＥ８０２
がネイバーリスト８２０を待つ（１０１０）間に、ｆ1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅ
ｃｔタイマーが満了する（１００８）。しかしながら、ＵＥ８０２は、ｆ1に関する測定
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を直ちに実行するのではなく、新しいネイバーリスト８２０が受信されるまで状態を維持
する（１００８）。この場合、状態は、ｆ1のための期限切れＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃ
ｔタイマーである。時間１５．３６の後に、ＵＥ８０２は新しいネイバーリスト８２０を
受信する（１０１２）。ネイバーリスト８２０は、周波数ｆ1を示す情報を含むと仮定す
る。ネイバーリスト８２０が周波数ｆ1を示す情報を含むので、ＵＥ８０２は周波数ｆ1の
状態を維持する（１０１４）。ネイバーリスト８２０が周波数ｆ1を示す情報を含まなけ
れば、ＵＥ８０２は周波数ｆ1の状態を削除するであろう。時間２０．４８において、Ｕ
Ｅ８０２はｆ1のＲＳＳＩ（Ｓ＿ＥＵＴＲＡ）を判断する（１０１６）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡ
がしきい値よりも大きい場合、ＵＥ８０２はＬＴＥ　ｅＮＢ８１２を再選択する（１０１
６）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも小さい場合、ＵＥ８０２はＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌ
ｅｃｔタイマーの状態をクリアする（１０１６）。
【００４７】
　図１１は、方法Ｂを説明するための第２の図１１００である。図１１では、ｆ1のため
のＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが、アイドルＨＯ時に実行中であり、ＵＥ８０２
が新しいネイバーリスト８２０を受信した後に満了する例を与える。図１１に示すように
、時間０において、ＵＥ８０２はｆ1のためのタイマーを開始する（１１０２）。タイマ
ーはＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーであると仮定する。時間５．１２において、Ｕ
Ｅ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６（セクタ１）からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８（セクタ２）への
アイドルＨＯを実行する（１１０４）。Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８への
移動時に、ＵＥ８０２はタイマー状態を維持する（１１０６）。ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　
ＢＳ８０８からのネイバーリスト８２０を待つ（１１０８）。時間１５．３６の後に、Ｕ
Ｅ８０２は新しいネイバーリスト８２０を受信する（１１１０）。ネイバーリスト８２０
は、周波数ｆ1を示す情報を含むと仮定する。ネイバーリスト８２０が周波数ｆ1を示す情
報を含むので、ＵＥ８０２は周波数ｆ1の状態を維持する（１１１２）。ネイバーリスト
８２０が周波数ｆ1を示す情報を含まなければ、ＵＥ８０２は周波数ｆ1の状態を削除する
であろう。時間２０．４８において、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーはまだ満了し
ておらず、したがって、ＵＥ８０２は、ｆ1以外の周波数に関する測定を実行する（１１
１４）。時間２０．４８の後に、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了し、ＵＥ８
０２はｆ1のＲＳＳＩ（Ｓ＿ＥＵＴＲＡ）を判断する（１１１６）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがし
きい値よりも大きい場合、ＵＥ８０２はＬＴＥ　ｅＮＢ８１２を再選択する（１０１６）
。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも小さい場合、ＵＥ８０２はＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃ
ｔタイマーの状態をクリアする（１０１６）。
【００４８】
　図１２は、方法Ｃを説明するための第１の図１２００である。方法Ｃでは、ＵＥ８０２
は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０８からネイバーリスト８２０が受信されるまで、セル再選択イベン
トに基づいて働き、ネイバーリスト８２０を受信すると、受信したネイバーリスト８２０
に基づいて、状態を維持すべきかどうかを判断する。したがって、ＵＥ８０２は、アイド
ルＨＯの後およびネイバーリスト８２０が受信される前のスロットサイクル中で測定を実
行する。図１２では、新しいネイバーリスト８２０が受信される前にＥＵＴＲＡＲｅｓｅ
ｌｅｃｔタイマーが満了する例を与える。図１２に示すように、時間０において、ＵＥ８
０２はｆ1のためのタイマーを開始する（１２０２）。タイマーはＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌ
ｅｃｔタイマーであると仮定する。時間５．１２において、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ
８０６（セクタ１）からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８（セクタ２）へのアイドルＨＯを実行する（
１２０４）。Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８への移動時に、ＵＥ８０２はタ
イマー状態を維持する（１２０６）。時間５．１２の後および時間１０．２４の前に、ｆ

1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了する（１２０８）。ｆ1のためのＥ
ＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了した後に、ＵＥ８０２はｆ1のＲＳＳＩ（Ｓ＿
ＥＵＴＲＡ）を判断する（１２１０）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも大きい場合、Ｕ
Ｅ８０２はＬＴＥ　ｅＮＢ８１２を再選択する（１２１０）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値
よりも小さい場合、ＵＥ８０２はＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーの状態をクリアす
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る（１２１０）。時間１５．３６において、ＵＥ８０２は新しいネイバーリスト８２０を
受信する（１２１２）。したがって、この例で示されるように、第１のＣ２Ｋ　ＢＳから
第２のＣ２Ｋ　ＢＳへのアイドルＨＯ時に、またＵＥ８０２が第２のＣ２Ｋ　ＢＳによっ
てサービスされている間に、ＵＥ８０２は、ＵＥ８０２が第１のＣ２Ｋ　ＢＳによってサ
ービスされていた間に作成されたＣ２Ｋ－ＬＴＥ再選択状態情報に基づくセル再選択イベ
ントに基づいて働く。
【００４９】
　図１３は、方法Ｃを説明するための第２の図１３００である。図１３では、新しいネイ
バーリスト８２０が受信された後にＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了する例を
与える。図１３に示すように、時間０において、ＵＥ８０２はｆ1のためのタイマーを開
始する（１３０２）。タイマーはＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーであると仮定する
。時間５．１２において、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６（セクタ１）からＣ２Ｋ　
ＢＳ８０８（セクタ２）へのアイドルＨＯを実行する（１３０４）。Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６
からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８への移動時に、ＵＥ８０２はタイマー状態を維持する（１３０６
）。時間１５．３６の後に、ＵＥ８０２は新しいネイバーリスト８２０を受信する（１３
０８）。ネイバーリスト８２０は、周波数ｆ1を示す情報を含むと仮定する。ネイバーリ
スト８２０が周波数ｆ1を示す情報を含むので、ＵＥ８０２は周波数ｆ1の状態を維持する
（１３１０）。ネイバーリスト８２０が周波数ｆ1を示す情報を含まなければ、ＵＥ８０
２は周波数ｆ1の状態を削除するであろう。時間２０．４８の後に、ｆ1のためのＥＵＴＲ
ＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了する（１３１２）。ｆ1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅ
ｌｅｃｔタイマーが満了した後に、ＵＥ８０２はｆ1のＲＳＳＩ（Ｓ＿ＥＵＴＲＡ）を判
断する（１３１２）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも大きい場合、ＵＥ８０２はＬＴＥ
　ｅＮＢ８１２を再選択する（１３１２）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも小さい場合
、ＵＥ８０２はＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーの状態をクリアする（１３１２）。
したがって、この例で示されるように、第１のＣ２Ｋ　ＢＳから第２のＣ２Ｋ　ＢＳへの
アイドルＨＯ時に、またＵＥ８０２が第２のＣ２Ｋ　ＢＳによってサービスされている間
に、ＵＥ８０２は、ＵＥ８０２が第１のＣ２Ｋ　ＢＳによってサービスされ、第２のＣ２
Ｋ　ＢＳから受信されたネイバーリスト８２０に基づいて維持されていた間に作成された
Ｃ２Ｋ－ＬＴＥ再選択状態情報に基づくセル再選択イベントに基づいて働く。
【００５０】
　方法Ｄでは、ＵＥ８０２は、状態値と、時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅ
ｃｔと、ネイバーリスト８２０とに基づいて、状態を維持すべきかどうかを判断する。詳
細には、方法Ｄでは、ＵＥ８０２はＬＴＥの再選択を遅延させるが、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅ
ｌｅｃｔ時間が大きくなり得るので、ＵＥ８０２が、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマ
ーが満了するのを待つ時間は、時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔによっ
てキャッピングされる。アイドルＨＯの後に、ＵＥ８０２は、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃ
ｔタイマーが実行中である周波数があるかどうかを判断する。アイドルＨＯの後に、ＥＵ
ＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが実行中である周波数がない場合、ＵＥ８０２は、Ｃ２
Ｋ－ＬＴＥ再選択状態情報をリセットし、新しいネイバーリスト８２０を待つ。アイドル
ＨＯの後に、対応するＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが実行中である１つまたは複
数の周波数がある場合、ＵＥ８０２は、それらのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーの
いずれかが時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ内に満了するようにスケジ
ュールされるかどうかを判断する。それらのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーのすべ
てが時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔの後に満了するようにスケジュー
ルされる場合、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ－ＬＴＥ再選択状態情報をリセットし、新しいネイ
バーリスト８２０を待つ。しかしながら、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが時間期
間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ内に満了するようにスケジュールされる各周
波数では、ＵＥ８０２は、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了するのを待つ。新
しいネイバーリスト８２０が時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ内に受信
され、古いネイバーリスト８２０に一致しない（または、アクティブなＣ２Ｋ－ＬＴＥ再
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選択状態情報がある周波数を含まない）場合、最後のＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマ
ーが時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ内に満了した後に、新しいネイバ
ーリスト８２０は、後で使用するために記憶／キャッシュされる。方法Ｄの例を、図１４
～図１７に関して以下で与える。
【００５１】
　図１４は、方法Ｄを説明するための第１の図１４００である。図１４では、すべてのＥ
ＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ
の後に満了するようにスケジュールされる例を与える。図１４では、ネイバーリスト８１
６は、周波数ｆ1と周波数ｆ2とを示したと仮定する。時間０において、ＵＥ８０２は、Ｃ
２Ｋ　ＢＳ８０６（セクタ１）からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８（セクタ２）へのアイドルＨＯを
実行する（１４０２）。アイドルＨＯの後に、ｆ1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔ
タイマーはＴ１であり（すなわち、時間Ｔ１が残り）（１４０６）、ｆ2のためのＥＵＴ
ＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーはＴ２である（すなわち、時間Ｔ２が残る）（１４０８）
。Ｔ１およびＴ２はＴ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ１４０４よりも大きいので
、ＵＥ８０２は、アイドルＨＯの後に直ちにＣ２Ｋ－ＬＴＥ再選択状態情報をリセットし
、新しい周波数リストを構築するために新しいネイバーリスト８２０を待つ。
【００５２】
　図１５は、方法Ｄを説明するための第２の図１５００である。図１５では、１つのＥＵ
ＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔの
前に満了するようにスケジュールされ、１つのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが時
間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔの後に満了するようにスケジュールされ
、ネイバーリスト８１６とネイバーリスト８２０とが異なる、例を与える。図１５では、
ネイバーリスト８１６は、周波数ｆ1と周波数ｆ2とを示したと仮定する。時間０において
、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６（セクタ１）からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８（セクタ２）
へのアイドルＨＯを実行する（１５０２）。時間０の後に、ＵＥ８０２は、タイマーＴ＿
ｕｓｅ＿ｃｕｒｒｅｎｔを、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーのための値Ｔ＿ｍａｘ
＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ１５０６よりも小さい最大時間値に設定する（１５０４）
。アイドルＨＯの後に、ｆ1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーはＴ１であり
、ｆ2のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーはＴ２である。ＥＵＴＲＡＲｅｓｅ
ｌｅｃｔ時間Ｔ１はＴ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ１５０６よりも小さく、Ｅ
ＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔ時間Ｔ２はＴ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ１５０６
よりも大きい。したがって、ＵＥ８０２は、Ｔ１に等しい時間でタイマーＴ＿ｕｓｅ＿ｃ
ｕｒｒｅｎｔを設定する（１５０４）。時間１０．２４の後に、新しいネイバーリスト８
２０が受信されるが、古いネイバーリスト８１６にビット単位で一致しないか、または場
合によっては、周波数ｆ1と周波数ｆ2とを示さない（１５０８）。ＵＥ８０２は、すべて
の周波数のためのバックオフタイマーをリセットし、時間期間Ｔ＿ｕｓｅ＿ｃｕｒｒｅｎ
ｔの後に使用するために新しいネイバーリスト８２０を記憶／キャッシュする（１５０８
）。時間Ｔ１において、ｆ1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了し、Ｕ
Ｅ８０２はｆ1のＲＳＳＩ（Ｓ＿ＥＵＴＲＡ）を判断する（１５１０）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡ
がしきい値よりも大きい場合、ＵＥ８０２はＬＴＥ　ｅＮＢ８１２を再選択する（１５１
０）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも小さい場合、ＵＥ８０２はＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌ
ｅｃｔタイマーの状態をクリアし、キャッシュされたネイバーリスト８２０に基づいて新
しい周波数リストを構築する（１５１０）。時間Ｔ２の後に、ｆ2のためのＥＵＴＲＡＲ
ｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了する（１５１２）。しかしながら、時間Ｔ１において状態
がリセットされたので、ｆ2のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーは尊重されな
い（１５１２）。
【００５３】
　図１６は、方法Ｄを説明するための第３の図１６００である。図１６では、２つのＥＵ
ＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔの
前に満了するようにスケジュールされ、ネイバーリスト８１６とネイバーリスト８２０と
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が異なる、例を与える。図１６では、ネイバーリスト８１６は、周波数ｆ1と周波数ｆ2と
を示したと仮定する。時間０において、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６（セクタ１）
からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８（セクタ２）へのアイドルＨＯを実行する（１６０２）。アイド
ルＨＯの後に、ｆ1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーはＴ１であり、ｆ2のた
めのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーはＴ２である。ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔ時
間Ｔ２はＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔ時間Ｔ１よりも大きく、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃ
ｔ時間Ｔ２はＴ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ１６０６よりも小さい。したがっ
て、ＵＥ８０２は、Ｔ２に等しい時間でタイマーＴ＿ｕｓｅ＿ｃｕｒｒｅｎｔを設定する
（１６０４）。時間Ｔ１の前に、新しいネイバーリスト８２０が受信されるが、古いネイ
バーリスト８１６にビット単位で一致しないか、または場合によっては、周波数ｆ1と周
波数ｆ2とを示さない（１６０８）。ＵＥ８０２は、すべての周波数のためのバックオフ
タイマーをリセットし、時間期間Ｔ＿ｕｓｅ＿ｃｕｒｒｅｎｔの後に使用するために新し
いネイバーリスト８２０を記憶／キャッシュする（１６０８）。時間Ｔ１において、ｆ1

のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了し、ＵＥ８０２はｆ1のＲＳＳＩ（
Ｓ＿ＥＵＴＲＡ）を判断する（１６１０）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも大きい場合
、ＵＥ８０２はＬＴＥ　ｅＮＢ８１２を再選択する（１６１０）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしき
い値よりも小さい場合、ＵＥ８０２は時間Ｔ２まで待つ（１６１０）。ＵＥ８０２はＬＴ
Ｅ　ｅＮＢ８１２を再選択しないと仮定すると、時間Ｔ２において、ｆ2のためのＥＵＴ
ＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了し、ＵＥ８０２はｆ2のＲＳＳＩ（Ｓ＿ＥＵＴＲＡ
）を判断する（１６１２）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも大きい場合、ＵＥ８０２は
ＬＴＥ　ｅＮＢ８１４を再選択する（１６１２）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも小さ
い場合、ＵＥ８０２はＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーの状態をクリアし、キャッシ
ュされたネイバーリスト８２０に基づいて新しい周波数リストを構築する（１６１２）。
【００５４】
　図１７は、方法Ｄを説明するための第４の図１７００である。図１７では、２つのＥＵ
ＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが時間期間Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔの
前に満了するようにスケジュールされ、ネイバーリスト８１６とネイバーリスト８２０と
が異ならないか、または場合によっては、ネイバーリスト８２０が周波数ｆ1と周波数ｆ2

とを示す、例を与える。図１７では、ネイバーリスト８１６は、周波数ｆ1と周波数ｆ2と
を示したと仮定する。時間０において、ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６（セクタ１）
からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８（セクタ２）へのアイドルＨＯを実行する（１７０２）。アイド
ルＨＯの後に、ｆ1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーはＴ１であり、ｆ2のた
めのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーはＴ２である。ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔ時
間Ｔ２はＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔ時間Ｔ１よりも大きく、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃ
ｔ時間Ｔ２はＴ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃｔ１７０６よりも小さい。したがっ
て、ＵＥ８０２は、Ｔ２に等しい時間でタイマーＴ＿ｕｓｅ＿ｃｕｒｒｅｎｔを設定する
（１７０４）。時間Ｔ１の前に、新しいネイバーリスト８２０が受信され、古いネイバー
リスト８１６にビット単位で一致するか、または場合によっては、周波数ｆ1と周波数ｆ2

とを示す（１７０８）。ＵＥ８０２はタイマーＴ＿ｕｓｅ＿ｃｕｒｒｅｎｔを停止し、す
べてのバックオフタイマーを含むＣ２Ｋ－ＬＴＥ再選択状態情報を維持する（１７０８）
。時間Ｔ１において、ｆ1のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了し、ＵＥ
８０２はｆ1のＲＳＳＩ（Ｓ＿ＥＵＴＲＡ）を判断する（１７１０）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡが
しきい値よりも大きい場合、ＵＥ８０２はＬＴＥ　ｅＮＢ８１２を再選択する（１７１０
）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも小さい場合、ＵＥ８０２はｆ1のためのＥＵＴＲＡ
Ｒｅｓｅｌｅｃｔタイマーの状態をクリアする。ＵＥ８０２はＬＴＥ　ｅＮＢ８１２を再
選択しないと仮定すると、時間Ｔ２において、ｆ2のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔ
タイマーが満了し、ＵＥ８０２はｆ2のＲＳＳＩ（Ｓ＿ＥＵＴＲＡ）を判断する（１７１
２）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも大きい場合、ＵＥ８０２はＬＴＥ　ｅＮＢ８１４
を再選択する（１７１２）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも小さい場合、ＵＥ８０２は
ｆ2のためのＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーの状態をクリアする。
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【００５５】
　図１８は、方法Ａ、Ｂ、Ｃ、およびＤのフローチャート１８００である。本方法は、Ｕ
Ｅ８０２などのＵＥによって実行され得る。ＵＥは、第１のネットワーク（たとえば、Ｃ
ＤＭＡ２０００）において第１のセルから受信されたネイバーリスト８１６中に示されて
いる周波数に関する測定（たとえば、ＲＳＳＩ）を実行することによって、第１のネット
ワークから第２のネットワーク（たとえば、ＬＴＥ）への再選択のためのプロセスを開始
する（１８０２）。ネイバーリスト８１６は、第２のネットワークに関連する少なくとも
１つの周波数を示す情報を含む（１８０２）。ＵＥは、測定値に基づいて、周波数に関連
する状態を作成する（１８０４）。ＵＥが状態を作成した後に、ＵＥは、第１のネットワ
ークにおいて第１のセルから第２のセルに移動する（たとえば、アイドルハンドオフ）（
１８０６）。ＵＥは、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態を維持すべきかどうか
を判断する（１８０８）。
【００５６】
　ＵＥは、ステップ１８０４において、測定値がしきい値よりも大きいときに第１のタイ
マー（たとえば、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマー）を開始することによって状態を
作成し得る。第１のタイマーの満了は、周波数に関する第２の測定を実行することに関連
する。さらに、ＵＥは、ステップ１８０４において、測定値がしきい値よりも小さいとき
に第２のタイマー（たとえば、バックオフタイマー）を開始することによって状態を作成
し得る。第２のタイマーの満了は、周波数に関する測定を再実行することに関連する。
【００５７】
　図１９は、方法Ａのフローチャート１９００である。本方法は、ＵＥ８０２などのＵＥ
によって実行され得る。ＵＥは、第１のネットワーク（たとえば、ＣＤＭＡ２０００）に
おいて第１のセルから受信されたネイバーリスト８１６中に示されている周波数に関する
測定（たとえば、ＲＳＳＩ）を実行することによって、第１のネットワークから第２のネ
ットワーク（たとえば、ＬＴＥ）への再選択のためのプロセスを開始する（１９０２）。
ネイバーリスト８１６は、第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す
情報を含む（１９０２）。ＵＥは、測定値に基づいて、周波数に関連する状態を作成する
（１９０４）。ＵＥが状態を作成した後に、ＵＥは、第１のネットワークにおいて第１の
セルから第２のセルに移動する（たとえば、アイドルハンドオフ）（１９０６）。ＵＥは
、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態をリセットすることを判断する（１９０８
）。
【００５８】
　図２０は、方法Ｂのフローチャート２０００である。本方法は、ＵＥ８０２などのＵＥ
によって実行され得る。ＵＥは、第１のネットワーク（たとえば、ＣＤＭＡ２０００）に
おいて第１のセルから受信されたネイバーリスト８１６中に示されている周波数に関する
測定（たとえば、ＲＳＳＩ）を実行することによって、第１のネットワークから第２のネ
ットワーク（たとえば、ＬＴＥ）への再選択のためのプロセスを開始する（２００２）。
ネイバーリスト８１６は、第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す
情報を含む（２００２）。ＵＥは、測定値に基づいて、周波数に関連する状態を作成する
（２００４）。ＵＥが状態を作成した後に、ＵＥは、第１のネットワークにおいて第１の
セルから第２のセルに移動する（たとえば、アイドルハンドオフ）（２００６）。ＵＥは
、第２のセルから第２のネイバーリスト８２０が受信されるまで、第１のセルから第２の
セルへの移動時に状態を維持することを判断する（２００８）。さらに、ＵＥは、第２の
ネイバーリスト８２０が受信されるまで、状態に基づく再選択を進めることを控える（２
０１０）。
【００５９】
　図２１は、方法Ｃのフローチャート２１００である。本方法は、ＵＥ８０２などのＵＥ
によって実行され得る。ＵＥは、第１のネットワーク（たとえば、ＣＤＭＡ２０００）に
おいて第１のセルから受信されたネイバーリスト８１６中に示されている周波数に関する
測定（たとえば、ＲＳＳＩ）を実行することによって、第１のネットワークから第２のネ
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ットワーク（たとえば、ＬＴＥ）への再選択のためのプロセスを開始する（２１０２）。
ネイバーリスト８１６は、第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す
情報を含む（２１０２）。ＵＥは、測定値に基づいて、周波数に関連する状態を作成する
（２１０４）。ＵＥが状態を作成した後に、ＵＥは、第１のネットワークにおいて第１の
セルから第２のセルに移動する（たとえば、アイドルハンドオフ）（２１０６）。ＵＥは
、第２のセルから第２のネイバーリスト８２０が受信されるまで、第１のセルから第２の
セルへの移動時に状態を維持することを判断する（２１０８）。さらに、ＵＥは、第２の
ネイバーリスト８２０が受信されるまで、状態に基づく再選択を進める（２１１０）。
【００６０】
　図２２は、方法ＢおよびＣの第１のフローチャート２２００である。本方法は、ＵＥ８
０２などのＵＥによって実行され得る。ＵＥは、第２のネイバーリスト８２０を受信し（
２２０２）、第２のネイバーリスト８２０をネイバーリスト８１６と比較する（２２０４
）。さらに、ＵＥは、比較に基づいて、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態を維
持すべきかどうかを判断する（２２０６）。
【００６１】
　図２３は、方法ＢおよびＣの第２のフローチャート２３００である。本方法は、ＵＥ８
０２などのＵＥによって実行され得る。ＵＥは、第２のネイバーリスト８２０を受信し（
２３０２）、第２のネイバーリスト８２０をネイバーリスト８１６と比較する（２３０４
）。さらに、ＵＥは、周波数が第２のネイバーリスト８２０中に示されていない場合、第
１のネットワークの優先度と第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度がネイバ
ーリスト８１６と第２のネイバーリスト８２０との間で変化している場合、周波数の信号
強度としきい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータがネイバーリス
ト８１６と第２のネイバーリスト８２０との間で変化している（たとえば、Ｓ＿ＥＵＴＲ
Ａを計算するためのパラメータが変化している）場合、第２のネイバーリスト８２０が、
周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、またはネイバーリスト８１６
と第２のネイバーリスト８２０とがビット単位で一致しない場合、状態をリセットする。
【００６２】
　図２４は、方法ＢおよびＣの第３のフローチャート２４００である。本方法は、ＥＵＴ
ＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔ／バックオフタイマーを設定するためのしきい値が変化したときに
、ＵＥ８０２などのＵＥによって実行され得る。ＵＥは、周波数に関する測定に関連する
測定された値を記憶する（２４０２）。ＵＥは、ネイバーリスト８１６と比較して第２の
ネイバーリスト８２０中のしきい値が増加している場合、状態の第１の部分（たとえば、
ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマー）をリセットする（２４０４）。ＵＥは、ネイバー
リストと比較して第２のネイバーリスト中のしきい値が減少している場合、状態の第２の
部分（たとえば、バックオフタイマー）をリセットする（２４０６）。一構成では、ＵＥ
は、ネイバーリスト８１６と比較して第２のネイバーリスト８２０中のしきい値が測定さ
れた値よりも多い値だけ増加している場合、状態の第１の部分（たとえば、ＥＵＴＲＡＲ
ｅｓｅｌｅｃｔタイマー）をリセットし、ネイバーリスト８１６と比較して第２のネイバ
ーリスト８２０中のしきい値が測定された値よりも多い値だけ減少している場合、状態の
第２の部分（たとえば、バックオフタイマー）をリセットする。
【００６３】
　図２５は、方法Ｄの第１のフローチャート２５００である。本方法は、ＵＥ８０２など
のＵＥによって実行され得る。ＵＥは、第１のネットワーク（たとえば、ＣＤＭＡ２００
０）において第１のセルから受信されたネイバーリスト８１６中に示されている周波数に
関する測定（たとえば、ＲＳＳＩ）を実行することによって、第１のネットワークから第
２のネットワーク（たとえば、ＬＴＥ）への再選択のためのプロセスを開始する（２５０
２）。ネイバーリスト８１６は、第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数
を示す情報を含む（２５０２）。ＵＥは、測定値に基づいて、周波数に関連する状態を作
成する（２５０４）。ＵＥが状態を作成した後に、ＵＥは、第１のネットワークにおいて
第１のセルから第２のセルに移動する（たとえば、アイドルハンドオフ）（２５０６）。
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ＵＥは、状態の満了がある時間期間（たとえば、Ｔ＿ｍａｘ＿ｈｙｓｔ＿ｒｅｓｅｌｅｃ
ｔ）以下であるとき、その時間期間の間、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態（
たとえば、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーＴ１）を維持することを判断する（２５
０８）。ＵＥは、状態の満了が時間期間よりも大きいとき、第１のセルから第２のセルへ
の移動時に状態をリセットする（２５１０）（たとえば、図１４参照）。
【００６４】
　図２６は、方法Ｄの第２のフローチャート２６００である。本方法は、ＵＥ８０２など
のＵＥによって実行され得る。ステップ２５０８において状態を維持するときに、ＵＥは
、図２６に示すように追加のステップを実行し得る。図２６に示すように、ＵＥは、第２
のセルから第２のネイバーリスト８２０が受信されるまで、状態に基づく再選択を進める
ことを控える（２６０２）。ＵＥは、状態の満了の前に第２のセルから第２のネイバーリ
スト８１０を受信する（２６０４）。ＵＥは、周波数が第２のネイバーリスト８２０中に
示されているかどうかを判断し（２６０６）、または場合によっては、ネイバーリスト８
１６とネイバーリスト８２０とがビット単位で一致するかどうかを判断する。ＵＥは、周
波数が第２のネイバーリスト中に示されているとき、または場合によっては、ネイバーリ
スト８１６とネイバーリスト８２０とがビット単位で一致するときには、状態を維持する
（２６０８）（図１７参照）。ＵＥは、周波数が第２のネイバーリスト８２０中に示され
ていないとき、または場合によっては、ネイバーリスト８１６とネイバーリスト８２０と
がビット単位で一致しないときには、状態の部分（たとえば、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃ
ｔタイマー）を維持し、状態の残りの部分（たとえば、バックオフタイマー）をリセット
する（２６１０）（図１５、図１６参照）。
【００６５】
　図２７は、方法Ｄの第３のフローチャート２７００である。本方法は、ＵＥ８０２など
のＵＥによって実行され得る。ＵＥは、状態の部分の満了時に周波数に関する第２の測定
を実行し（２７０２）、第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、第２のネットワーク
に移動し（２７０４）、第２の測定値がしきい値よりも小さいとき、状態の部分をリセッ
トする（２７０６）。
【００６６】
　方法Ｂ、Ｃ、およびＤに関して、ＵＥは、Ｃ２Ｋ－ＬＴＥ再選択状態情報を維持すべき
かどうかを判断するために、ネイバーリスト８１６とネイバーリスト８２０とを比較し得
る。一構成では、比較は、ネイバーリスト全体のビット単位の比較であり得る。そのよう
な構成では、ネイバーリスト８１６とネイバーリスト８２０とが異なる場合、Ｃ２Ｋ－Ｌ
ＴＥ再選択状態情報のすべてがリセットされる。別の構成では、ＵＥは、既存のＣ２Ｋ－
ＬＴＥ再選択状態情報に関連する周波数が、新しいネイバーリスト８２０中に示されてい
るかどうかを判断する。周波数が示されている場合、その周波数のＣ２Ｋ－ＬＴＥ再選択
状態情報は維持され得、周波数が示されていない場合、その周波数のＣ２Ｋ－ＬＴＥ再選
択状態情報はリセットされ得る。ＵＥは、他の（１つまたは複数の）基準に基づいて、Ｃ
２Ｋ－ＬＴＥ再選択状態情報を維持すべきかリセットすべきかの判断を行い得る。たとえ
ば、ＵＥは、第１のネットワークの優先度と第２のネットワークの優先度との間の相対的
優先度がネイバーリスト８１６と第２のネイバーリスト８２０との間で変化している場合
、周波数の信号強度としきい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータ
がネイバーリスト８１６と第２のネイバーリスト８２０との間で変化している（たとえば
、Ｓ＿ＥＵＴＲＡを計算するためのパラメータが変化している）場合、または第２のネイ
バーリスト８２０が、周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、Ｃ２Ｋ
－ＬＴＥ再選択状態情報をリセットし得る。
【００６７】
　上述の方法のうち、方法Ａは最も単純なオプションである。しかしながら、ＵＥがアイ
ドルＨＯ時に状態をリセットするので、アイドルＨＯが繰り返し行われる場合、ＬＴＥネ
ットワークの再選択は遅延されることになる。方法Ｂは、新しいネイバーリストに基づい
て状態が保持されることを可能にする。しかしながら、新しいネイバーリストの受信が遅
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延した場合、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーの満了に基づいて働くことの遅延、し
たがってＬＴＥネットワークを再選択するための遅延が大きくなり得る。方法Ｃは、ＥＵ
ＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーの満了に基づいて働くこと、またはＬＴＥネットワーク
を再選択することを遅延させない。しかしながら、ＵＥはＬＴＥセルを再選択し得、その
ＬＴＥセルのキャリア周波数が新しいネイバーリスト中に示されていないことがあるので
、ＵＥは、結局、有効な通信にはあまりに低い信号強度をもつＬＴＥセルを再選択するこ
とになり得る。方法Ｄは、固定持続時間の間のみ状態が維持されることを可能にし、周波
数アイドルＨＯはＬＴＥ再選択を遅延させない。しかしながら、新しいネイバーリストが
古いネイバーリストとは異なる場合、バックオフタイマー状態が失われる。さらに、ＵＥ
は、古いネイバーリストから受信されたコンテンツに基づく再選択イベントに基づいて間
違って働き得る。
【００６８】
　図２８は、例示的な装置１００’の機能を示す概念ブロック図２８００である。装置１
００’は、第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト２８０
８中に示されている周波数に関する測定を実行することによって、第１のネットワークか
ら第２のネットワークへの再選択のためのプロセスを開始するように構成された周波数測
定モジュール２８０４を含む。ネイバーリスト２８０８は、第２のネットワークに関連す
る少なくとも１つの周波数を示す情報を含む。装置１００’は、測定値に基づいて、周波
数に関連する状態を作成するように構成された状態（タイマー）モジュール２８０２をさ
らに含む。装置１００’は、第１のネットワークにおいて第１のセルから第２のセルに移
動するように構成されたハンドオフモジュール２８０６をさらに含む。装置１００’は、
第１のセルから第２のセルへの移動時に状態を維持すべきかどうかを判断するように構成
された維持／リセット状態判断モジュールをさらに含む。
【００６９】
　一構成では、状態（タイマー）モジュール２８０２は、測定値がしきい値よりも大きい
ときに第１のタイマーを開始することによって状態を作成するように構成され得る。第１
のタイマーの満了は、周波数に関する第２の測定を実行することに関連し得る。一構成で
は、状態（タイマー）モジュール２８０２は、測定値がしきい値よりも小さいときに第２
のタイマーを開始することによって状態を作成するように構成され得る。第２のタイマー
の満了は、周波数に関する測定を再実行することに関連し得る。一構成では、維持／リセ
ット状態判断モジュール２８１０は、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態をリセ
ットするように構成され得る。一構成では、維持／リセット状態判断モジュール２８１０
は、第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、第１のセルから第２のセル
への移動時に状態を維持するように構成され得る。そのような構成では、ハンドオフモジ
ュール２８０６は、第２のネイバーリストが受信されるまで、状態に基づく再選択を進め
ることを控えるように構成され得る。一構成では、周波数測定モジュール２８０４は、第
２のネイバーリストを受信し、第２のネイバーリストをネイバーリストと比較するように
構成され得る。そのような構成では、維持／リセット状態判断モジュール２８１０は、比
較に基づいて、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態を維持すべきかどうかを判断
するように構成され得る。
【００７０】
　一構成では、維持／リセット状態判断モジュール２８１０は、第２のセルから第２のネ
イバーリストが受信されるまで、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態を維持する
ように構成され得る。そのような構成では、ハンドオフモジュール２８０６は、第２のネ
イバーリストが受信されるまで、状態に基づく再選択を進めるように構成され得る。一構
成では、周波数測定モジュール２８０４は、再選択の前に第２のネイバーリストを受信し
、第２のネイバーリストをネイバーリストと比較するように構成され得る。そのような構
成では、維持／リセット状態判断モジュール２８１０は、比較に基づいて、第１のセルか
ら第２のセルへの移動時に状態を維持すべきかどうかを判断するように構成され得る。
【００７１】
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　一構成では、維持／リセット状態判断モジュール２８１０は、状態の満了がある時間期
間以下であるとき、その時間期間の間、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態を維
持することと、状態の満了がその時間期間よりも大きいとき、第１のセルから第２のセル
への移動時に状態をリセットすることとを行うように構成され得る。そのような構成では
、ハンドオフモジュール２８０６は、第２のセルから第２のネイバーリストが受信される
まで、状態に基づく再選択を進めることを控えるように構成され得、周波数測定モジュー
ル２８０４は、状態の満了の前に第２のセルから第２のネイバーリストを受信することと
、周波数が第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断することとを行うよう
に構成され得、維持／リセット状態判断モジュール２８１０は、周波数が第２のネイバー
リスト中に示されているときには、状態を維持することと、周波数が第２のネイバーリス
ト中に示されていないときには、状態の部分を維持し、状態の残りの部分をリセットする
こととを行うように構成され得る。一構成では、周波数測定モジュール２８０４は、状態
の部分の満了時に周波数に関する第２の測定を実行するように構成され得、ハンドオフモ
ジュール２８０６は、第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、第２のネットワークに
移動するように構成され得、維持／リセット状態判断モジュール２８１０は、第２の測定
値がしきい値よりも小さいとき、状態の部分をリセットするように構成され得る。
【００７２】
　一構成では、周波数測定モジュール２８０４は、第２のネイバーリストを受信し、第２
のネイバーリストをネイバーリストと比較するように構成され得る。そのような構成では
、維持／リセット状態判断モジュール２８１０は、周波数が第２のネイバーリスト中に示
されていない場合、第１のネットワークの優先度と第２のネットワークの優先度との間の
相対的優先度がネイバーリストと第２のネイバーリストとの間で変化している場合、周波
数の信号強度としきい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータがネイ
バーリストと第２のネイバーリストとの間で変化している場合、第２のネイバーリストが
、周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、またはネイバーリストと第
２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、状態をリセットするように構成さ
れ得る。一構成では、維持／リセット状態判断モジュール２８１０は、ネイバーリストと
比較して第２のネイバーリスト中のしきい値が増加している場合、状態の第１の部分をリ
セットすることと、ネイバーリストと比較して第２のネイバーリスト中のしきい値が減少
している場合、状態の第２の部分をリセットすることとを行うように構成され得る。一構
成では、周波数測定モジュール２８０４は、周波数に関する測定に関連する測定された値
を記憶するように構成され得る。そのような構成では、維持／リセット状態判断モジュー
ル２８１０は、ネイバーリストと比較して第２のネイバーリスト中のしきい値が測定され
た値よりも多い値だけ増加している場合、状態の第１の部分をリセットし、ネイバーリス
トと比較して第２のネイバーリスト中のしきい値が測定された値よりも多い値だけ減少し
ている場合、状態の第２の部分をリセットし得る。装置１００’は、上述のフローチャー
ト中のステップの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、上述のフロ
ーチャート中の各ステップは、１つのモジュールによって実行され得、装置１００’は、
それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。
【００７３】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１００／１００’は、第１のネットワークに
おいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に示されている周波数に関する測定を
実行することによって、第１のネットワークから第２のネットワークへの再選択のための
プロセスを開始するための手段を含む。ネイバーリストは、第２のネットワークに関連す
る少なくとも１つの周波数を示す情報を含む。本装置は、測定値に基づいて、周波数に関
連する状態を作成するための手段をさらに含む。本装置は、第１のネットワークにおいて
第１のセルから第２のセルに移動するための手段をさらに含む。本装置は、第１のセルか
ら第２のセルへの移動時に状態を維持すべきかどうかを判断するための手段をさらに含む
。
【００７４】
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　一構成では、状態を維持すべきかどうかを判断するための手段は、第２のセルから第２
のネイバーリストが受信されるまで、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態を維持
する。そのような構成では、本装置は、第２のネイバーリストが受信されるまで、状態に
基づく再選択を進めることを控えるための手段をさらに含む。一構成では、本装置は、第
２のネイバーリストを受信するための手段と、第２のネイバーリストをネイバーリストと
比較するための手段とをさらに含む。そのような構成では、第１のセルから第２のセルへ
の移動時に状態を維持すべきかどうかを判断するための手段は、比較に基づいて判断を行
う。
【００７５】
　一構成では、状態を維持すべきかどうかを判断するための手段は、第２のセルから第２
のネイバーリストが受信されるまで、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態を維持
する。そのような構成では、本装置は、第２のネイバーリストが受信されるまで、状態に
基づく再選択を進めるための手段をさらに含む。一構成では、本装置は、再選択の前に第
２のネイバーリストを受信するための手段と、第２のネイバーリストをネイバーリストと
比較するための手段とをさらに含む。そのような構成では、第１のセルから第２のセルへ
の移動時に状態を維持すべきかどうかを判断するための手段は、比較に基づいて判断を行
う。
【００７６】
　一構成では、状態を維持すべきかどうかを判断するための手段は、状態の満了がある時
間期間以下であるとき、その時間期間の間、第１のセルから第２のセルへの移動時に状態
を維持することと、状態の満了がその時間期間よりも大きいとき、第１のセルから第２の
セルへの移動時に状態をリセットすることとを行うように構成される。一構成では、本装
置は、状態を維持するときに、第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、
状態に基づく再選択を進めることを控えるための手段と、状態の満了の前に第２のセルか
ら第２のネイバーリストを受信するための手段と、周波数が第２のネイバーリスト中に示
されているかどうかを判断するための手段と、周波数が第２のネイバーリスト中に示され
ているときには、状態を維持するための手段と、周波数が第２のネイバーリスト中に示さ
れていないときには、状態の部分を維持し、状態の残りの部分をリセットするための手段
とをさらに含む。一構成では、本装置は、状態の部分の満了時に周波数に関する第２の測
定を実行するための手段と、第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、第２のネットワ
ークに移動するための手段と、第２の測定値がしきい値よりも小さいとき、状態の部分を
リセットするための手段とをさらに含む。
【００７７】
　一構成では、本装置は、第２のネイバーリストを受信するための手段と、第２のネイバ
ーリストをネイバーリストと比較するための手段と、周波数が第２のネイバーリスト中に
示されていない場合、第１のネットワークの優先度と第２のネットワークの優先度との間
の相対的優先度がネイバーリストと第２のネイバーリストとの間で変化している場合、周
波数の信号強度としきい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータがネ
イバーリストと第２のネイバーリストとの間で変化している場合、第２のネイバーリスト
が、周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、またはネイバーリストと
第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、状態をリセットするための手段
とをさらに含む。一構成では、本装置は、ネイバーリストと比較して第２のネイバーリス
ト中のしきい値が増加している場合、状態の第１の部分をリセットするための手段と、ネ
イバーリストと比較して第２のネイバーリスト中のしきい値が減少している場合、状態の
第２の部分をリセットするための手段とをさらに含む。一構成では、本装置は、周波数に
関する測定に関連する測定された値を記憶するための手段をさらに含む。そのような構成
では、状態の第１の部分をリセットするための手段は、ネイバーリストと比較して第２の
ネイバーリスト中のしきい値が測定された値よりも多い値だけ増加している場合、状態の
第１の部分をリセットし、状態の第２の部分をリセットするための手段は、ネイバーリス
トと比較して第２のネイバーリスト中のしきい値が測定された値よりも多い値だけ減少し
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ている場合、状態の第２の部分をリセットする。上述の手段は、上述の手段によって具陳
される（recited）機能を実行するように構成された、装置１００’（図２８参照）およ
び／または処理システム１１４の上述のモジュールのうちの１つまたは複数であり得る。
上記で説明したように、処理システム１１４は、ＴＸプロセッサ７６８と、ＲＸプロセッ
サ７５６と、コントローラ／プロセッサ７５９とを含む。したがって、一構成では、上述
の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成されたＴＸプロセッ
サ７６８と、ＲＸプロセッサ７５６と、コントローラ／プロセッサ７５９とであり得る。
【００７８】
　開示したプロセス中のステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の一例である
ことを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特定の順序また
は階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップは組み合わせ
られるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要素を例示的な
順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定されるものではない
。
【００７９】
　以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実行できるようにするために
提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範
囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛盾し
ない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されてい
ない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するも
のである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は「１つまたは複数
の」を指す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわた
って説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明
細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書に
開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているか
どうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「
のための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファ
ンクションとして解釈されるべきではない。
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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月23日(2013.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に示されてい
る周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから第２のネッ
トワークへの再選択のためのプロセスを開始することであって、前記ネイバーリストが、
前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備える、開始す
ることと、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成することと、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動することと、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記状態を前記作成することは、前記測定値がしきい値よりも大きいときに第１のタイ
マーを開始することを備え、前記第１のタイマーの満了が、前記周波数に関する第２の測
定を実行することに関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記状態を前記作成することは、前記測定値が前記しきい値よりも小さいときに第２の
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タイマーを開始することをさらに備え、前記第２のタイマーの満了が、前記周波数に関す
る前記測定を再実行することに関連する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することが、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することは、前記第２のセルから第２のネイ
バーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記
状態を維持することを備え、前記方法は、前記第２のネイバーリストが受信されるまで、
前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えることをさらに備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項６】
　前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
前記判断することが、前記比較に基づく、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することは、前記第２のセルから第２のネイ
バーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記
状態を維持することを備え、前記方法は、前記第２のネイバーリストが受信されるまで、
前記状態に基づく前記再選択を進めることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
前記判断することが、前記比較に基づく、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することは、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記状態を維持するときに、前記方法は、
　前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再
選択を進めることを控えることと、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するこ
とと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
ることと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットすることと
をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行することと、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するこ
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とと、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
ることと
をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ことと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が増加して
いる場合、前記状態の第１の部分をリセットすることと、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットすることと
をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記周波数に関する前記測定に関連する測定された値を記憶することをさらに備え、前
記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定され
た値よりも多い値だけ増加している場合、前記状態の前記第１の部分を前記リセットする
ことが行われ、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい
値が前記測定された値よりも多い値だけ減少している場合、前記状態の前記第２の部分を
前記リセットすることが行われる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に示されてい
る周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから第２のネッ
トワークへの再選択のためのプロセスを開始するための手段であって、前記ネイバーリス
トが、前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備える、
開始するための手段と、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成するための手段と、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動するための手段
と、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１６】
　前記状態を作成するための前記手段は、前記測定値がしきい値よりも大きいときに第１
のタイマーを開始し、前記第１のタイマーの満了が、前記周波数に関する第２の測定を実
行することに関連する、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記状態を作成するための前記手段は、前記測定値が前記しきい値よりも小さいときに
第２のタイマーを開始し、前記第２のタイマーの満了が、前記周波数に関する前記測定を
再実行することに関連する、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
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　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段が、前記第１のセルから前記
第２のセルへの前記移動時に前記状態をリセットする、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段は、前記第２のセルから第２
のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時
に前記状態を維持し、前記装置は、前記第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状
態に基づく前記再選択を進めることを控えるための手段をさらに備える、請求項１５に記
載の装置。
【請求項２０】
　前記第２のネイバーリストを受信するための手段と、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較するための手段と
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記手段が、前記比較に基づいて前記判断を行う、請求項１９に記載の装
置。
【請求項２１】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段は、前記第２のセルから第２
のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時
に前記状態を維持し、前記装置は、前記第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状
態に基づく前記再選択を進めるための手段をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２２】
　前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信するための手段と、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較するための手段と
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記手段が、前記比較に基づいて前記判断を行う、請求項２１に記載の装
置。
【請求項２３】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段は、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を行うように構成された、請求項１５に記載の装置。
【請求項２４】
　前記状態を維持するときに、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるま
で、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えるための手段と、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するた
めの手段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断するための手
段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
るための手段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットするための手段と
をさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行するための手段と
、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するた
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めの手段と、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
るための手段と
をさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　第２のネイバーリストを受信するための手段と、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較するための手段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ための手段と
をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が増加して
いる場合、前記状態の第１の部分をリセットするための手段と、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットするための手段と
をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記周波数に関する前記測定値に関連する測定された値を記憶するための手段をさらに
備え、前記状態の前記第１の部分をリセットするための前記手段は、前記ネイバーリスト
と比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値
だけ増加している場合、前記状態の前記第１の部分をリセットし、前記状態の前記第２の
部分をリセットするための前記手段は、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバ
ーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ減少している場合、前記
状態の前記第２の部分をリセットする、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に示されてい
る周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから第２のネッ
トワークへの再選択のためのプロセスを開始することであって、前記ネイバーリストが、
前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備える、開始す
ることと、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成することと、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動することと、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断することと
を行うように構成された処理システム
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３０】
　前記状態を作成するために、前記処理システムは、前記測定値がしきい値よりも大きい
ときに第１のタイマーを開始するように構成され、前記第１のタイマーの満了が、前記周
波数に関する第２の測定を実行することに関連する、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記状態を作成するために、前記処理システムは、前記測定値が前記しきい値よりも小
さいときに第２のタイマーを開始するように構成され、前記第２のタイマーの満了が、前
記周波数に関する前記測定を再実行することに関連する、請求項３０に記載の装置。
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【請求項３２】
　前記処理システムが、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を
リセットすることによって、前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された
、請求項２９に記載の装置。
【請求項３３】
　前記処理システムは、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前
記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することによって、前
記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成され、前記処理システムは、前記第２
のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控える
ようにさらに構成された、請求項２９に記載の装置。
【請求項３４】
　前記処理システムが、
　前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うようにさらに構成され、
　前記処理システムが、前記比較に基づいて、前記第１のセルから前記第２のセルへの前
記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された、請求項３３に記
載の装置。
【請求項３５】
　前記処理システムは、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前
記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することによって、前
記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成され、前記処理システムは、前記第２
のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めるように構成さ
れた、請求項２９に記載の装置。
【請求項３６】
　前記処理システムが、
　前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うようにさらに構成され、
　前記処理システムが、前記比較に基づいて、前記第１のセルから前記第２のセルへの前
記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された、請求項３５に記
載の装置。
【請求項３７】
　前記処理システムは、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を行うことによって、前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された、請求
項２９に記載の装置。
【請求項３８】
　前記状態を維持するときに、前記処理システムは、
　前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再
選択を進めることを控えることと、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するこ
とと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
ることと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
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を維持し、前記状態の残りの部分をリセットすることと
を行うように構成された、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記処理システムが、
　前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行することと、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するこ
とと、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
ることと
を行うようにさらに構成された、請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記処理システムが、
　第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ことと
を行うようにさらに構成された、請求項２９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記処理システムは、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が増加して
いる場合、前記状態の第１の部分をリセットすることと、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットすることと
を行うようにさらに構成された、請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記処理システムが、前記周波数に関する前記測定に関連する測定された値を記憶する
ようにさらに構成され、前記処理システムは、前記ネイバーリストと比較して前記第２の
ネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ増加している場合
、前記状態の前記第１の部分をリセットし、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネ
イバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ減少している場合、
前記状態の前記第２の部分をリセットするように構成された、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に示されてい
る周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから第２のネッ
トワークへの再選択のためのプロセスを開始することであって、前記ネイバーリストが、
前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備える、開始す
ることと、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成することと、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動することと、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断することと
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項４４】
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　前記状態を作成するための前記コードは、前記測定値がしきい値よりも大きいときに第
１のタイマーを開始し、前記第１のタイマーの満了が、前記周波数に関する第２の測定を
実行することに関連する、請求項４３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４５】
　前記状態を作成するための前記コードは、前記測定値が前記しきい値よりも小さいとき
に第２のタイマーを開始し、前記第２のタイマーの満了が、前記周波数に関する前記測定
を再実行することに関連する、請求項４４に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４６】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードが、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態をリセットする、請求項４３に記載のコンピュー
タプログラム製品。
【請求項４７】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードは、前記第２のセルから第
２のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動
時に前記状態を維持し、前記コンピュータプログラム製品は、前記第２のネイバーリスト
が受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えるためのコードをさ
らに備える、請求項４３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４８】
　前記コンピュータ可読媒体が、
　前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うためのコードをさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記コードが、前記比較に基づいて前記判断を行う、請求項４７に記載の
コンピュータプログラム製品。
【請求項４９】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードは、前記第２のセルから第
２のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動
時に前記状態を維持し、前記コンピュータプログラム製品は、前記第２のネイバーリスト
が受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めるためのコードをさらに備える、
請求項４３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５０】
　前記コンピュータ可読媒体が、
　前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うためのコードをさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記コードが、前記比較に基づいて前記判断を行う、請求項４９に記載の
コンピュータプログラム製品。
【請求項５１】
　前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードは、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を行う、請求項４３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５２】
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記状態を維持するときに、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるま
で、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えることと、
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　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するこ
とと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
ることと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットすることと
を行うためのコードをさらに備える、請求項５１に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５３】
　前記コンピュータ可読媒体が、
　前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行することと、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するこ
とと、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
ることと
を行うためのコードをさらに備える、請求項５２に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５４】
　前記コンピュータ可読媒体が、
　第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ことと
を行うためのコードをさらに備える、請求項４３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５５】
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が増加して
いる場合、前記状態の第１の部分をリセットすることと、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットすることと
を行うためのコードをさらに備える、請求項５４に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５６】
　前記コンピュータ可読媒体が、前記周波数に関する前記測定値に関連する測定された値
を記憶するためのコードをさらに備え、前記状態の前記第１の部分をリセットするための
前記コードは、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい
値が前記測定された値よりも多い値だけ増加している場合、前記状態の前記第１の部分を
リセットし、前記状態の前記第２の部分をリセットするための前記コードは、前記ネイバ
ーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値より
も多い値だけ減少している場合、前記状態の前記第２の部分をリセットする、請求項５５
に記載のコンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００７９】
　以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実行できるようにするために
提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範
囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛盾し
ない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されてい
ない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するも
のである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は「１つまたは複数
の」を指す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわた
って説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明
細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書に
開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているか
どうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「
のための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファ
ンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本件出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［１］第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に示
されている周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから第
２のネットワークへの再選択のためのプロセスを開始することであって、前記ネイバーリ
ストが、前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備える
、開始することと、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成することと、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動することと、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
　　［２］前記状態を前記作成することは、前記測定値がしきい値よりも大きいときに第
１のタイマーを開始することを備え、前記第１のタイマーの満了が、前記周波数に関する
第２の測定を実行することに関連する、［１］に記載の方法。
　　［３］前記状態を前記作成することは、前記測定値が前記しきい値よりも小さいとき
に第２のタイマーを開始することをさらに備え、前記第２のタイマーの満了が、前記周波
数に関する前記測定を再実行することに関連する、［２］に記載の方法。
　　［４］前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することが、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態をリセットすることを備える、［１］に記載の方
法。
　　［５］前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することは、前記第２のセルから第
２のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動
時に前記状態を維持することを備え、前記方法は、前記第２のネイバーリストが受信され
るまで、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えることをさらに備える、［１］
に記載の方法。
　　［６］前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
前記判断することが、前記比較に基づく、［５］に記載の方法。
　　［７］前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することは、前記第２のセルから第
２のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動
時に前記状態を維持することを備え、前記方法は、前記第２のネイバーリストが受信され
るまで、前記状態に基づく前記再選択を進めることをさらに備える、［１］に記載の方法
。
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　　［８］前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
前記判断することが、前記比較に基づく、［７］に記載の方法。
　　［９］前記状態を維持すべきかどうかを前記判断することは、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を備える、［１］に記載の方法。
　　［１０］前記状態を維持するときに、前記方法は、
　前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再
選択を進めることを控えることと、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するこ
とと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
ることと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットすることと
をさらに備える、［９］に記載の方法。
　　［１１］前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行するこ
とと、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するこ
とと、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
ることと
をさらに備える、［１０］に記載の方法。
　　［１２］第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ことと
をさらに備える、［１］に記載の方法。
　　［１３］前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値
が増加している場合、前記状態の第１の部分をリセットすることと、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットすることと
をさらに備える、［１２］に記載の方法。
　　［１４］前記周波数に関する前記測定に関連する測定された値を記憶することをさら
に備え、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前
記測定された値よりも多い値だけ増加している場合、前記状態の前記第１の部分を前記リ
セットすることが行われ、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の
前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ減少している場合、前記状態の前記第
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２の部分を前記リセットすることが行われる、［１３］に記載の方法。
　　［１５］第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に
示されている周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから
第２のネットワークへの再選択のためのプロセスを開始するための手段であって、前記ネ
イバーリストが、前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報
を備える、開始するための手段と、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成するための手段と、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動するための手段
と、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　　［１６］前記状態を作成するための前記手段は、前記測定値がしきい値よりも大きい
ときに第１のタイマーを開始し、前記第１のタイマーの満了が、前記周波数に関する第２
の測定を実行することに関連する、［１５］に記載の装置。
　　［１７］前記状態を作成するための前記手段は、前記測定値が前記しきい値よりも小
さいときに第２のタイマーを開始し、前記第２のタイマーの満了が、前記周波数に関する
前記測定を再実行することに関連する、［１６］に記載の装置。
　　［１８］前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段が、前記第１のセ
ルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態をリセットする、［１５］に記載の装置
。
　　［１９］前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段は、前記第２のセ
ルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの
前記移動時に前記状態を維持し、前記装置は、前記第２のネイバーリストが受信されるま
で、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えるための手段をさらに備える、［１
５］に記載の装置。
　　［２０］前記第２のネイバーリストを受信するための手段と、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較するための手段と
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記手段が、前記比較に基づいて前記判断を行う、［１９］に記載の装置
。
　　［２１］前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段は、前記第２のセ
ルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの
前記移動時に前記状態を維持し、前記装置は、前記第２のネイバーリストが受信されるま
で、前記状態に基づく前記再選択を進めるための手段をさらに備える、［１５］に記載の
装置。
　　［２２］前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信するための手段と、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較するための手段と
をさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記手段が、前記比較に基づいて前記判断を行う、［２１］に記載の装置
。
　　［２３］前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記手段は、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を行うように構成された、［１５］に記載の装置。
　　［２４］前記状態を維持するときに、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受
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信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えるための手段と、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するた
めの手段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断するための手
段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
るための手段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットするための手段と
をさらに備える、［２３］に記載の装置。
　　［２５］前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行するた
めの手段と、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するた
めの手段と、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
るための手段と
をさらに備える、［２４］に記載の装置。
　　［２６］第２のネイバーリストを受信するための手段と、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較するための手段と、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ための手段と
をさらに備える、［１５］に記載の装置。
　　［２７］前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値
が増加している場合、前記状態の第１の部分をリセットするための手段と、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットするための手段と
をさらに備える、［２６］に記載の装置。
　　［２８］前記周波数に関する前記測定値に関連する測定された値を記憶するための手
段をさらに備え、前記状態の前記第１の部分をリセットするための前記手段は、前記ネイ
バーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よ
りも多い値だけ増加している場合、前記状態の前記第１の部分をリセットし、前記状態の
前記第２の部分をリセットするための前記手段は、前記ネイバーリストと比較して前記第
２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ減少している
場合、前記状態の前記第２の部分をリセットする、［２７］に記載の装置。
　　［２９］第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に
示されている周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから
第２のネットワークへの再選択のためのプロセスを開始することであって、前記ネイバー
リストが、前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備え
る、開始することと、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成することと、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動することと、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断することと
を行うように構成された処理システム
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を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　　［３０］前記状態を作成するために、前記処理システムは、前記測定値がしきい値よ
りも大きいときに第１のタイマーを開始するように構成され、前記第１のタイマーの満了
が、前記周波数に関する第２の測定を実行することに関連する、［２８］に記載の装置。
　　［３１］前記状態を作成するために、前記処理システムは、前記測定値が前記しきい
値よりも小さいときに第２のタイマーを開始するように構成され、前記第２のタイマーの
満了が、前記周波数に関する前記測定を再実行することに関連する、［３０］に記載の装
置。
　　［３２］前記処理システムが、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に
前記状態をリセットすることによって、前記状態を維持すべきかどうかを判断するように
構成された、［２９］に記載の装置。
　　［３３］前記処理システムは、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信され
るまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することに
よって、前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成され、前記処理システムは
、前記第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めるこ
とを控えるようにさらに構成された、［２９］に記載の装置。
　　［３４］前記処理システムが、
　前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うようにさらに構成され、
　前記処理システムが、前記比較に基づいて、前記第１のセルから前記第２のセルへの前
記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された、［３３］に記載
の装置。
　　［３５］前記処理システムは、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信され
るまで、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することに
よって、前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成され、前記処理システムは
、前記第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めるよ
うに構成された、［２９］に記載の装置。
　　［３６］前記処理システムが、
　前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うようにさらに構成され、
　前記処理システムが、前記比較に基づいて、前記第１のセルから前記第２のセルへの前
記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された、［３５］に記載
の装置。
　　［３７］前記処理システムは、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を行うことによって、前記状態を維持すべきかどうかを判断するように構成された、［２
９］に記載の装置。
　　［３８］前記状態を維持するときに、前記処理システムは、
　前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再
選択を進めることを控えることと、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するこ
とと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
ることと、
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　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットすることと
を行うように構成された、［３７］に記載の装置。
　　［３９］前記処理システムが、
　前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行することと、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するこ
とと、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
ることと
を行うようにさらに構成された、［３８］に記載の装置。
　　［４０］前記処理システムが、
　第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ことと
を行うようにさらに構成された、［２９］に記載の装置。
　　［４１］前記処理システムは、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が増加して
いる場合、前記状態の第１の部分をリセットすることと、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットすることと
を行うようにさらに構成された、［４０］に記載の装置。
　　［４２］前記処理システムが、前記周波数に関する前記測定に関連する測定された値
を記憶するようにさらに構成され、前記処理システムは、前記ネイバーリストと比較して
前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ増加し
ている場合、前記状態の前記第１の部分をリセットし、前記ネイバーリストと比較して前
記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ減少して
いる場合、前記状態の前記第２の部分をリセットするように構成された、［４１］に記載
の装置。
　　［４３］第１のネットワークにおいて第１のセルから受信されたネイバーリスト中に
示されている周波数に関する測定を実行することによって、前記第１のネットワークから
第２のネットワークへの再選択のためのプロセスを開始することであって、前記ネイバー
リストが、前記第２のネットワークに関連する少なくとも１つの周波数を示す情報を備え
る、開始することと、
　前記測定値に基づいて、前記周波数に関連する状態を作成することと、
　前記第１のネットワークにおいて前記第１のセルから第２のセルに移動することと、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断することと
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
　　［４４］前記状態を作成するための前記コードは、前記測定値がしきい値よりも大き
いときに第１のタイマーを開始し、前記第１のタイマーの満了が、前記周波数に関する第
２の測定を実行することに関連する、［４３］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［４５］前記状態を作成するための前記コードは、前記測定値が前記しきい値よりも
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小さいときに第２のタイマーを開始し、前記第２のタイマーの満了が、前記周波数に関す
る前記測定を再実行することに関連する、［４４］に記載のコンピュータプログラム製品
。
　　［４６］前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードが、前記第１の
セルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態をリセットする、［４３］に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
　　［４７］前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードは、前記第２の
セルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへ
の前記移動時に前記状態を維持し、前記コンピュータプログラム製品は、前記第２のネイ
バーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えるための
コードをさらに備える、［４３］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［４８］前記コンピュータ可読媒体が、
　前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うためのコードをさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記コードが、前記比較に基づいて前記判断を行う、［４７］に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
　　［４９］前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードは、前記第２の
セルから第２のネイバーリストが受信されるまで、前記第１のセルから前記第２のセルへ
の前記移動時に前記状態を維持し、前記コンピュータプログラム製品は、前記第２のネイ
バーリストが受信されるまで、前記状態に基づく前記再選択を進めるためのコードをさら
に備える、［４３］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［５０］前記コンピュータ可読媒体が、
　前記再選択の前に前記第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと
を行うためのコードをさらに備え、
　前記第１のセルから前記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持すべきかどうかを
判断するための前記コードが、前記比較に基づいて前記判断を行う、［４９］に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
　　［５１］前記状態を維持すべきかどうかを判断するための前記コードは、
　前記状態の満了が時間期間以下であるとき、前記時間期間の間、前記第１のセルから前
記第２のセルへの前記移動時に前記状態を維持することと、
　前記状態の前記満了が前記時間期間よりも大きいとき、前記第１のセルから前記第２の
セルへの前記移動時に前記状態をリセットすることと
を行う、［４３］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［５２］前記コンピュータ可読媒体は、
　前記状態を維持するときに、前記第２のセルから第２のネイバーリストが受信されるま
で、前記状態に基づく前記再選択を進めることを控えることと、
　前記状態の前記満了の前に前記第２のセルから前記第２のネイバーリストを受信するこ
とと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているかどうかを判断することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されているときには、前記状態を維持す
ることと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていないときには、前記状態の部分
を維持し、前記状態の残りの部分をリセットすることと
を行うためのコードをさらに備える、［５１］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［５３］前記コンピュータ可読媒体が、
　前記状態の前記部分の満了時に前記周波数に関する第２の測定を実行することと、
　前記第２の測定値がしきい値よりも大きいとき、前記第２のネットワークに移動するこ
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とと、
　前記第２の測定値が前記しきい値よりも小さいとき、前記状態の前記部分をリセットす
ることと
を行うためのコードをさらに備える、［５２］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［５４］前記コンピュータ可読媒体が、
　第２のネイバーリストを受信することと、
　前記第２のネイバーリストを前記ネイバーリストと比較することと、
　前記周波数が前記第２のネイバーリスト中に示されていない場合、前記第１のネットワ
ークの優先度と前記第２のネットワークの優先度との間の相対的優先度が前記ネイバーリ
ストと前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記周波数の信号強度とし
きい値との間の比較に影響を及ぼす少なくとも１つのパラメータが前記ネイバーリストと
前記第２のネイバーリストとの間で変化している場合、前記第２のネイバーリストが、前
記周波数よりも高い優先度を有する第２の周波数を含む場合、または前記ネイバーリスト
と前記第２のネイバーリストとがビット単位で一致しない場合、前記状態をリセットする
ことと
を行うためのコードをさらに備える、［４３］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［５５］前記コンピュータ可読媒体は、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が増加して
いる場合、前記状態の第１の部分をリセットすることと、
　前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が減少して
いる場合、前記状態の第２の部分をリセットすることと
を行うためのコードをさらに備える、［５４］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［５６］前記コンピュータ可読媒体が、前記周波数に関する前記測定値に関連する測
定された値を記憶するためのコードをさらに備え、前記状態の前記第１の部分をリセット
するための前記コードは、前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の
前記しきい値が前記測定された値よりも多い値だけ増加している場合、前記状態の前記第
１の部分をリセットし、前記状態の前記第２の部分をリセットするための前記コードは、
前記ネイバーリストと比較して前記第２のネイバーリスト中の前記しきい値が前記測定さ
れた値よりも多い値だけ減少している場合、前記状態の前記第２の部分をリセットする、
［５５］に記載のコンピュータプログラム製品。
【手続補正書】
【提出日】平成25年7月23日(2013.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　ＴＸプロセッサ７１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な信号処
理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ７５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：forwar
d error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳ
Ｋ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrature ph
ase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keying）、
多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づいた信
号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディングとインターリ
ービングとを含む。次いで、符号化され変調されたシンボルは並列ストリームに分割され
る。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／
または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで逆高速フ
ーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互いに合成されて
、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する。ＯＦＤＭス
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トリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコードされる。チャネ
ル推定器７７４からのチャネル推定値は、符号化および変調方式を判断するために、なら
びに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ７５０によって送信される
基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。次いで、各空間
ストリームは、別個の送信機（ＴＸ）７１８を介して異なるアンテナ７２０に与えられる
。各送信機（ＴＸ）７１８は、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを
変調する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　ＵＥ７５０において、各受信機（ＲＸ）７５４は、そのそれぞれのアンテナ７５２を通
して信号を受信する。各受信機（ＲＸ）７５４は、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ７５６に情報を与える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　ｅＮＢ７１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネル推定
器７５８によって導出されるチャネル推定値は、適切な符号化および変調方式を選択する
ことと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ７６８によって使用
され得る。ＴＸプロセッサ７６８によって生成される空間ストリームは、別個の送信機（
ＴＸ）７５４を介して異なるアンテナ７５２に与えられる。各送信機（ＴＸ）７５４は、
送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　ＵＬ送信は、ＵＥ７５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法でｅＮ
Ｂ７１０において処理される。各受信機（ＲＸ）７１８は、それのそれぞれのアンテナ７
２０を通して信号を受信する。各受信機（ＲＸ）７１８は、ＲＦキャリア上に変調された
情報を復元し、ＲＸプロセッサ７７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ７７０はＬ１レイ
ヤを実装し得る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　図１１は、方法Ｂを説明するための第２の図１１００である。図１１では、ｆ1のため
のＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが、アイドルＨＯ時に実行中であり、ＵＥ８０２
が新しいネイバーリスト８２０を受信した後に満了する例を与える。図１１に示すように
、時間０において、ＵＥ８０２はｆ1のためのタイマーを開始する（１１０２）。タイマ
ーはＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーであると仮定する。時間５．１２において、Ｕ
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Ｅ８０２は、Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６（セクタ１）からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８（セクタ２）への
アイドルＨＯを実行する（１１０４）。Ｃ２Ｋ　ＢＳ８０６からＣ２Ｋ　ＢＳ８０８への
移動時に、ＵＥ８０２はタイマー状態を維持する（１１０６）。ＵＥ８０２は、Ｃ２Ｋ　
ＢＳ８０８からのネイバーリスト８２０を待つ（１１０８）。時間１５．３６の後に、Ｕ
Ｅ８０２は新しいネイバーリスト８２０を受信する（１１１０）。ネイバーリスト８２０
は、周波数ｆ1を示す情報を含むと仮定する。ネイバーリスト８２０が周波数ｆ1を示す情
報を含むので、ＵＥ８０２は周波数ｆ1の状態を維持する（１１１２）。ネイバーリスト
８２０が周波数ｆ1を示す情報を含まなければ、ＵＥ８０２は周波数ｆ1の状態を削除する
であろう。時間２０．４８において、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーはまだ満了し
ておらず、したがって、ＵＥ８０２は、ｆ1以外の周波数に関する測定を実行する（１１
１４）。時間２０．４８の後に、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃｔタイマーが満了し、ＵＥ８
０２はｆ1のＲＳＳＩ（Ｓ＿ＥＵＴＲＡ）を判断する（１１１６）。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがし
きい値よりも大きい場合、ＵＥ８０２はＬＴＥ　ｅＮＢ８１２を再選択する（１１１６）
。Ｓ＿ＥＵＴＲＡがしきい値よりも小さい場合、ＵＥ８０２はＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃ
ｔタイマーの状態をクリアする（１１１６）。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　図２６は、方法Ｄの第２のフローチャート２６００である。本方法は、ＵＥ８０２など
のＵＥによって実行され得る。ステップ２５０８において状態を維持するときに、ＵＥは
、図２６に示すように追加のステップを実行し得る。図２６に示すように、ＵＥは、第２
のセルから第２のネイバーリスト８２０が受信されるまで、状態に基づく再選択を進める
ことを控える（２６０２）。ＵＥは、状態の満了の前に第２のセルから第２のネイバーリ
スト８２０を受信する（２６０４）。ＵＥは、周波数が第２のネイバーリスト８２０中に
示されているかどうかを判断し（２６０６）、または場合によっては、ネイバーリスト８
１６とネイバーリスト８２０とがビット単位で一致するかどうかを判断する。ＵＥは、周
波数が第２のネイバーリスト中に示されているとき、または場合によっては、ネイバーリ
スト８１６とネイバーリスト８２０とがビット単位で一致するときには、状態を維持する
（２６０８）（図１７参照）。ＵＥは、周波数が第２のネイバーリスト８２０中に示され
ていないとき、または場合によっては、ネイバーリスト８１６とネイバーリスト８２０と
がビット単位で一致しないときには、状態の部分（たとえば、ＥＵＴＲＡＲｅｓｅｌｅｃ
ｔタイマー）を維持し、状態の残りの部分（たとえば、バックオフタイマー）をリセット
する（２６１０）（図１５、図１６参照）。
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